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広報きほく2011年１２月号 ２

　
　 

玉
津

　
充 

議
員

　　
防
災
対
策
に
つ
い
て

問
　
　
⒈
　
河
川
の
保
全
対
策

 

　
①
台
風
６
号
で
便
ノ
山
地

区
に
、
台
風
12
号
で
便
ノ
山
地
区
と

木
津
地
区
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
銚
子
川
流
域
で
こ
の
地
区

の
み
に
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
理
由
と

原
因
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

②
自
治
連
合
会
と
の
行
政
懇
談
会
で

も
話
題
と
な
っ
た
、
河
川
保
全
の
町

と
県
の
役
割
分
担
や
保
全
の
仕
組
み

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⒉
　
津
波
防
災
対
策

①
自
主
防
災
会
の
要
望
２
０
６
件
に

対
す
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
全
体
、

６
月
・
９
月
補
正
予
算
で
の
進
捗
状

況
及
び
今
後
の
進
め
方
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

②
今
年
度
の
防
災
訓
練
の
結
果
と
課

題
、
訓
練
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て

何
に
重
点
を
置
い
た
か
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

③
町
行
政
主
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、

町
有
の
建
築
物
の
活
用
及
び
国
・
県

へ
の
要
望
事
項
、
広
域
連
携
等
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。答

　
町
長
⒈
‐
①
避
難
勧
告

　
は
、
台
風
６
号
で
は
、
７

月
19
日
午
後
11
時
10
分
に
銚
子
川
が

増
水
し
た
た
め
、
便
ノ
山
地
区
に
避

難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
一
方
、

台
風
12
号
で
は
、
紀
北
町
土
砂
災
害

情
報
相
互
通
報
シ
ス
テ
ム
の
土
砂
災

害
危
険
度
が
、
レ
ベ
ル
３
の
危
険
域

に
達
し
、
危
険
基
準
線
を
越
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
９
月
４
日

午
前
２
時
30
分
に
木
津
地
区
に
避
難

勧
告
を
、
ま
た
、
銚
子
川
の
水
位
が

急
激
に
上
昇
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
氾

濫
の
危
険
が
高
ま
っ
た
た
め
、
９
月

４
日
午
前
３
時
20
分
に
便
ノ
山
地
区

に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
今

後
の
対
策
と
し
て
は
、
銚
子
川
の
増

水
の
原
因
の
一
つ
に
土
砂
堆
積
に
よ

る
河
床
の
上
昇
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
、
便
ノ
山
区
、
木
津
区
か
ら
要

望
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
速
や
か
に

県
へ
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
土
砂

災
害
の
避
難
勧
告
発
令
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
速
や
か
に
安
全
な

と
こ
ろ
へ
避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

⒈
‐
②
県
・
町
の
役
割
分
担
や
保
全

の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
２
級
河
川

は
県
が
管
理
し
、
河
川
の
適
正
な
維

持
管
理
を
図
る
た
め
、
定
期
的
に
河

川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
河
川
の
状

況
等
を
監
視
し
て
い
ま
す
。
護
岸
の

破
損
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
状
況
を

把
握
す
る
と
と
も
に
対
策
を
検
討
し
、

早
急
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

土
砂
堆
積
等
の
異
常
が
あ
れ
ば
、
河

川
堆
積
土
砂
撤
去
方
針
を
活
用
し
つ

つ
、
土
砂
を
撤
去
し
、
治
水
上
の
安

全
確
保
に
努
め
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
町
管
理
の
準
用
河
川
、
普
通

河
川
に
つ
い
て
は
、
越
流
に
よ
り
、

人
家
に
直
接
影
響
を
与
え
る
危
険
性

の
あ
る
河
川
を
中
心
に
土
砂
の
撤
去
、

除
草
等
を
行
い
、
治
水
上
の
安
全
確

保
に
努
め
ま
す
。
今
後
と
も
県
と
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
適
正
な
河
川
管

理
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⒉
‐
①
す
べ
て
の
要
望
に
対
し
、
早

※議会定例会の模様は定例会実施月に、前回
の定例会の一般質問の模様をお知らせします
のでご了承ください。

平
成
23
年
９
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

平
成
23
年
９
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

平
成
23
年
９
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

　９月議会定例会は、９月６日から１６日までの

１１日間の会期で開催されました。

　今回の定例会では、人事案件や補正予算等の町

長提出議案９件、認定５件、報告３件、請願３件、

発議１件、意見書案３件を審議しました。

　６日の開会日には、議案の提案説明及び内容説

明のあと、議案に対する質疑や議案を各常任委員

会に付託することとし、人事案件５件を可決しま

した。また、決算特別委員会を設置し、認定案件

を付託することを決定しました。

　１３日、１４日は、１０人の議員が一般質問を

行い、最終日の１６日には、各常任委員長から付

託された議案の審査経過と結果の報告の後、質疑、

討論が行われ、上程議案４件、請願３件、意見書

案３件を可決し閉会しました。

　なお、決算特別委員会に付託された認定案件は、

閉会中に審査を行うことになりました。

▲台風 12号接近時の銚子川
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９月定例会報告

３

急
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
各
自
主
防
災
会
長
、
自
治
会
役
員

等
の
皆
さ
ん
と
現
地
を
確
認
し
、
相

談
し
た
う
え
で
優
先
順
位
を
決
め
て

進
め
ま
す
。
６
月
補
正
予
算
に
よ
り
、

手
す
り
の
設
置
や
海
抜
測
量
等
を
実

施
し
て
お
り
、
避
難
路
等
の
整
備
事

業
で
は
、
地
権
者
等
の
了
解
が
得
ら

れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
が
可
能
な
も

の
と
の
条
件
で
、
６
月
補
正
予
算

で
３
事
業
、
今
議
会（
９
月
補
正
予

算
）
で
６
事
業
と
小
規
模
修
繕
12
ヵ

所
ほ
ど
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
今
後
の
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
の
考
え

方
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
、
小
規
模

修
繕
で
は
、
今
ま
で
使
わ
れ
て
き
た

山
道
等
を
避
難
路
と
し
て
、
手
す
り

等
の
設
置
を
中
心
に
整
備
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
要
望
の
多
か
っ

た
避
難
路
新
設
・
再
整
備
、
避
難
施

設
整
備
、
防
災
倉
庫
の
新
設
・
移
転
、

備
蓄
倉
庫
新
設
、
ソ
ー
ラ
ー
街
灯
設

置
等
、
全
町
的
な
年
次
計
画
が
必
要

で
す
の
で
、
早
急
に
計
画
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

⒉
‐
②
防
災
訓
練
は
、
台
風
12
号
の

影
響
で
、
９
月
11
日
に
延
期
さ
れ
ま

し
た
が
、
全
員
で
４
，
８
６
６
人
と
、

た
い
へ
ん
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
避
難
訓
練

に
重
点
を
置
き
実
施
し
ま
し
た
。
よ

り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
有

事
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
今
以

上
に
講
演
会
や
研
修
会
等
に
よ
り
意

識
の
向
上
を
高
め
る
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。

⒉
‐
③
行
政
主
体
の
取
り
組
み
と
し

て
、
役
場
庁
舎
、
町
民
セ
ン
タ
ー
等

の
町
有
建
物
の
屋
上
を
津
波
避
難
場

所
の
一
つ
と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い

ま
す
。
今
９
月
議
会
で
役
場
本
庁
舎

議
会
棟
屋
上
と
東
小
学
校
屋
上
に
安

全
柵
の
設
置
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、

ご
承
認
い
た
だ
け
れ
ば
速
や
か
に
設

置
す
る
予
定
で
す
。
国
・
県
へ
の
要

望
は
、
避
難
路
、
避
難
場
所
の
整
備

や
備
蓄
品
確
保
の
助
成
、
港
湾
の
堤

防
改
修
等
を
要
望
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
津
波
被
害
想
定
の

見
直
し
や
防
災
計
画
の
早
期
見
直
し

を
国
・
県
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
広
域
連
携
で

は
、
沿
岸
部
全
域
で
大
規
模
な
被
害

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
広
域
連
携
強

化
を
図
る
こ
と
が
、
大
変
重
要
だ
と

考
え
、
津
波
被
災
時
の
避
難
場
所
の

確
保
、
食
料
の
確
保
等
、
平
素
よ
り

近
隣
市
町
を
は
じ
め
と
す
る
他
市
町

と
連
携
を
密
に
し
て
、
災
害
協
定
の

締
結
も
含
め
て
、
広
域
連
携
を
推
進

す
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

中
本
　
衛 

議
員

地
震
防
災
体
制
の
推
進

に
つ
い
て

問
　
　
３
・
11
東
日
本
大
震
災

　
を
教
訓
に
、
大
津
波
か
ら

命
を
守
る
た
め
に
は
、
誰
も
が
何
よ

り
も
第
一
に
、
よ
り
早
く
、
よ
り
高

い
高
台
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
東
海
地
震
の
発
生
は
事
前
に
予

知
さ
れ
、
東
海
地
震
に
関
す
る
情
報

が
発
表
さ
れ
ま
す
。
た
だ
そ
の
時
は

東
海
地
震
だ
け
の
想
定
で
す
が
、
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
の
３
連
動

に
つ
な
が
る
こ
と
も
想
定
し
て
、
現

在
推
進
し
て
い
る
緊
急
避
難
路
、
緊

急
避
難
場
所
等
の
整
備
と
合
わ
せ

て
、
今
後
取
り
組
む
地
震
防
災
体
制

の
強
化
・
推
進
を
図
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
本
町
の
防
災
計
画

で
は
、ど
の
よ
う
な
対
策
の
も
と
で
、

住
民
の
安
全
と
安
心
を
図
っ
て
い
く

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

①
東
海
地
震
に
関
連
す
る
情
報
は
、

命
を
守
る
た
め
の
大
事
な
情
報
で
す
。

広
報
き
ほ
く
４
月
号
に
も
掲
載
さ
れ

ま
し
た
が
、
気
象
庁
が
発
表
す
る
東

海
地
震
に
関
連
す
る
情
報
と
は
、
ど

の
よ
う
な
時
、
ど
の
よ
う
に
発
表
す

る
の
か
、
改
め
て
お
伺
い
し
ま
す
。

②
東
海
地
震
に
関
連
す
る
情
報
が
発

表
さ
れ
れ
ば
、
自
治
体
等
の
防
災
計

画
に
し
た
が
っ
て
行
動
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
住
民
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
い
い

の
か
。
ま
た
、
行
政
や
関
係
機
関
等

の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
れ
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
町
長
　①
東
海
地
震
は
駿

　
河
湾
沖
に
あ
る
駿
河
ト
ラ

フ
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震

で
、
国
を
挙
げ
て
地
震
の
前
兆
現
象

を
監
視
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
計

器
が
、
陸
上
・
海
底
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
唯
一
地
震
予
知
の
可
能
性
が

あ
る
地
震
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
東
海
地
震
に
関
す
る
情
報
に
は
、

観
測
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
り
３
段
階

に
わ
け
て
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

一
つ
目
は
、
東
海
地
震
に
関
連
す
る

調
査
情
報
で
す
。
こ
れ
は
観
測
デ
ー

タ
に
通
常
と
は
異
な
る
変
化
が
観
測

さ
れ
た
場
合
、
そ
の
変
化
の
原
因
に

つ
い
て
の
調
査
状
況
を
発
表
す
る
も

の
で
、
こ
の
時
点
で
は
、
地
震
の
前

兆
現
象
で
あ
る
と
直
ち
に
判
断
で
き

な
い
、
あ
る
い
は
前
兆
現
象
で
な
い

と
判
断
さ
れ
た
場
合
の
情
報
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
情
報
が
発
表
さ

れ
た
場
合
は
、
町
と
し
て
は
各
関
係

機
関
と
の
情
報
収
集
、
連
絡
に
努
め

ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
特
に

何
ら
か
の
対
応
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
二
つ
目
は
、
東
海
地
震
注
意
情

報
で
す
。
こ
れ
は
東
海
地
震
の
前
兆

で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
場
合
に

発
表
さ
れ
る
情
報
で
、地
震
に
備
え
、

救
助
・
救
急
・
消
火
部
隊
及
び
医
療

関
係
者
等
の
派
遣
準
備
や
、
必
要
に

応
じ
て
、
児
童
・
生
徒
の
帰
宅
等
の

安
全
確
保
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
情

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
の

情
報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
地
震

の
発
生
に
十
分
備
え
、
避
難
す
る
準

備
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

て
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
等
を
開
始

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

三
つ
目
は
、
東
海
地
震
予
知
情
報
で

す
。
こ
れ
は
東
海
地
震
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

発
表
さ
れ
る
情
報
で
す
。
こ
の
情
報

が
発
表
さ
れ
る
と
同
時
に
、
内
閣
府

か
ら
警
戒
宣
言
も
発
令
さ
れ
、
津
波
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や
が
け
崩
れ
の
危
険
地
域
か
ら
の
住

民
避
難
、
交
通
規
制
の
実
施
、
百
貨

店
等
の
営
業
中
止
等
の
対
策
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

②
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
、

住
民
の
皆
さ
ん
は
、
家
庭
や
職
場
に

お
い
て
、
個
人
ま
た
は
共
同
で
、
人

命
第
一
と
考
え
、
混
乱
防
止
に
留
意

し
つ
つ
、
災
害
後
の
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
の
情
報
に
注
意
し
、

正
確
な
情
報
を
つ
か
ん
で
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
役
場
・
消
防
署
・
警
察

署
か
ら
の
情
報
に
も
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
火
の
使
用
の
自
粛
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
安
全
措
置
を
と
る

こ
と
や
、
自
主
防
災
会
で
は
地
域
住

民
に
情
報
伝
達
を
図
る
と
と
も
に
、

避
難
誘
導
等
の
救
助
活
動
の
準
備
を

行
い
、
地
震
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

な
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
準
備
あ
る

い
は
避
難
を
開
始
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

瀧
本
　
攻 

議
員

公
約（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

に
つ
い
て

問
　
　
６
月
の
一
般
質
問
の
中

　
で
、
町
長
か
ら
あ
る
党
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
嫌
い
だ
と
の
答
弁

が
あ
り
、
が
く
然
と
し
ま
し
た
。
政

治
理
念
を
含
め
、町
の
目
標
が
な
く
、

一
体
、
紀
北
町
を
ど
の
よ
う
に
発
展

さ
せ
て
い
く
か
、
ご
答
弁
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
選
挙
の
時
に
、
こ
の

町
を
良
く
し
た
い
と
立
候
補
し
た
と

思
い
ま
す
が
、
町
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
た
め
の
選
挙
で
す
か
ら
、
政
治
家

と
し
て
自
分
は
こ
う
し
た
い
と
い
う

具
体
的
な
公
約
が
一
番
大
事
だ
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答
　　
　
　
当
時
、
あ
る
党
の

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
あ
ま
り

好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
と
発
言
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
財
源
や
先
の
行
程

が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
数
値
的
な
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
い
わ
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
適
切
で
な
い
と
い
う
表
現
で

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紀
北
町

を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
か
は
、

基
本
計
画
と
な
る
第
１
次
総
合
計
画

を
念
頭
に
置
き
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
観
光
地

と
し
て
の
魅
力
ア
ッ
プ
、
第
六
次
産

業
の
推
進
、
そ
れ
か
ら
積
み
残
さ
れ

た
課
題
の
解
決
、明
る
い
元
気
な
町
、

住
み
続
け
た
い
町
、
子
ど
も
た
ち
に

住
ん
で
ほ
し
い
町
、
安
全
・
安
心
の

確
保
の
た
め
、
防
災
・
減
災
対
策
を

進
め
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
政
策
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

選
挙
時
に
お
い
て
は
、
議
員
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
予
算
的
な
も
の
や
内

部
的
な
も
の
を
確
実
に
把
握
で
き
て

い
な
か
っ
た
の
で
、「
す
べ
て
は
住

民
目
線
で
、
す
べ
て
は
住
民
と
と
も

に
」
や「
変
革
と
協
働
」
と
い
う
理

念
を
語
り
な
が
ら
新
町
長
に
選
ん
で

い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
施
策
を
実
施
し
て
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

財
政
出
動
に
つ
い
て

問
　
　
平
成
22
年
度
で
町
の
総

　
合
的
な
預
金
は
43
億
円
ほ

ど
に
、
借
金
は
、
い
つ
も
全
体
の
借

金
を
い
わ
れ
る
が
、
交
付
税
算
入
額

を
考
慮
し
た
場
合
、
実
質
で
30
億
円

ほ
ど
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

今
、
財
政
出
動
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

答
　
　
　
財
政
出
動
に
つ
い

　
て
は
、
財
政
出
動
と
い
う

よ
り
も
、
有
利
な
補
助
事
業
等
を
上

手
く
活
用
し
、
紀
北
町
と
し
て
必
要

な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
投
資

的
事
業
に
つ
い
て
も
平
成
20
年
度

は
９
億
円
で
し
た
が
、
平
成
22
年

度
で
は
17
億
９
千
万
円
、
本
年
度

は
今
回
の
補
正
予
算
を
含
め
る
と
、

18
億
７
千
万
円
を
投
資
的
な
も
の
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

財
政
課
長
　
平
成
22
年
度
末
の
基

金
総
額
は
、
国
民
健
康
保
険
の
基
金

も
合
わ
せ
、
40
億
３
千
万
円
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。
起
債
残
高
は
、
平
成
22

年
度
末
で
、
１
１
９
億
８
千
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
公
債
費
に
対
す
る

交
付
税
算
入
率
は
平
成
22
年
度
実
績

で
63
・
１
％
で
し
た
。
現
在
は
、
交

付
税
参
入
率
の
悪
い
も
の
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
有
利
な
起

債
だ
け
を
借
り
た
場
合
は
、
町
の
実

質
的
な
負
担
は
25
％
か
ら
30
％
ほ
ど

に
な
る
と
予
測
を
立
て
て
い
ま
す
。

地
場
産
業
の
育
成

                

に
つ
い
て

問
　
　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

　
農
林
漁
業
・
建
設
・
土
木

の
３
業
種
を
一
体
ど
う
い
う
ふ
う
に

し
て
い
く
の
か
、
今
な
ら
財
政
出
動

も
で
き
ま
す
。
経
済
成
長
す
れ
ば
、

財
政
も
健
全
化
し
ま
す
。
経
済
成
長

が
な
い
か
ら
若
者
が
ど
ん
ど
ん
出
て

行
き
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
産
業
を
行

政
と
し
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
支
え

て
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
　
　
　
第
一
次
産
業
、
建

　
設
業
、
そ
れ
ぞ
れ
た
い
へ

ん
難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
農

業
の
中
で
も
若
い
世
代
が
農
業
に
参

入
し
や
す
い
よ
う
な
環
境
整
備
や
農

作
物
に
高
付
加
価
値
を
付
け
る
第
六

次
産
業
化
等
を
進
め
て
い
き
た
い
、

そ
の
た
め
に
農
地
の
デ
ー
タ
等
、
い

ろ
い
ろ
と
調
べ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
林
業
で
は
、
紀
北
中
学
校
も
２
階

を
完
全
木
造
に
し
ま
し
た
し
、
み
な

と
モ
デ
ル
二
酸
化
炭
素
固
定
認
証
制

度
に
も
参
加
し
、
公
共
建
築
物
等
に

お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
等
、
い
ろ
い
ろ
で
き
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
部
分
で
尾
鷲

ヒ
ノ
キ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
林
道
等
も
台

風
で
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
も
回
復
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
水
産
業
で
は
、
放
流
事
業
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
漁
業
研
修
生
の
補
助
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
風
や
東

日
本
大
震
災
で
、
漁
業
関
係
も
相
当

４

町
長

町
長

町
長
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な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
町
と
し
て

も
い
ろ
い
ろ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
建
設
業
等
で
は
、
補
助
事
業
、
交

付
金
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が

ら
実
施
し
て
お
り
、
経
済
対
策
や
き

め
細
か
な
臨
時
交
付
金
事
業
等
も
あ

り
、
投
資
的
事
業
も
平
成
20
年
度
か

ら
比
べ
る
と
大
き
く
伸
び
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
最
大
限
に
で
き
る
こ
と

は
、
積
極
的
に
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

   

東
　
貴
雄 

議
員

山
本
排
水
機
場

                  

に
つ
い
て

問
　
　
地
震
・
台
風
・
大
雨
対

　
策
、
本
当
に
直
面
す
る
課

題
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
本
町
は
日

本
で
も
有
数
の
多
雨
地
帯
で
あ
り
、

近
年
、
気
候
・
環
境
等
の
変
化
で
、

台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
も
多
発
傾
向
に

あ
る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
。
地
震

対
策
と
同
様
に
並
行
し
て
進
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
課
題
、
湛
水
防
除
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
最
近
、
２

つ
の
台
風
で
問
題
が
表
面
化
し
て
い

る
紀
伊
長
島
区
の
山
本
排
水
機
場
に

つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
お
聞
き
し
ま

す
。

①
平
成
23
年
７
月
19
日
・
20
日
、
台

風
６
号
時
、
排
水
ポ
ン
プ
が
故
障
し

ま
し
た
が
、
故
障
発
生
か
ら
機
械
の

修
理
完
了
に
至
る
ま
で
に
、
町
が
実

施
し
た
対
応
等
を
時
系
列
に
教
え
て

く
だ
さ
い
。

②
先
般
の
台
風
12
号
で
の
ポ
ン
プ
の

稼
働
状
況
等
を
時
系
列
に
教
え
て
く

だ
さ
い
。

③
排
水
ポ
ン
プ
施
設
の
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

答
　
町
長
　
①
台
風
６
号
襲

　
来
時
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
７
月
19
日
午
前
２
時
、

紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
に
お
い

て
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
映
像
で
、
随

時
山
本
排
水
機
場
の
水
位
を
確
認
。

午
前
８
時
40
分
、
山
本
排
水
機
場
に

職
員
２
名
を
配
置
。
午
前
９
時
、
遊

水
池
が
運
転
可
能
水
位
（
１
ｍ
）
に

達
し
た
の
で
、
運
転
操
作
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
、
起
動
渋
滞
の
故
障
エ

ラ
ー
表
示
が
あ
り
、
委
託
管
理
業
者

に
連
絡
。
操
作
確
認
後
、
再
度
運
転

を
開
始
、
同
様
の
エ
ラ
ー
を
表
示
、

ク
ラ
ッ
チ
を
切
に
し
て
始
動
し
た

際
、
機
関
始
動
用
セ
ル
モ
ー
タ
後
部

か
ら
発
煙
を
確
認
し
た
た
め
停
止
。

午
前
10
時
、
委
託
管
理
業
者
職
員
が

到
着
し
、
再
度
ク
ラ
ッ
チ
を
切
に
し

て
、
始
動
し
た
と
こ
ろ
、
同
様
に
発

煙
を
確
認
、
停
止
し
て
原
因
調
査
を

開
始
。
正
午
、故
障
原
因
を
特
定
し
、

部
品
の
在
庫
確
認
と
修
理
業
者
に
出

動
を
要
請
。
午
後
５
時
30
分
、
満
潮

時
刻
（
午
後
８
時
30
分
）
が
迫
っ
て

い
た
た
め
、
国
土
交
通
省
の
ポ
ン
プ

車
の
派
遣
と
紀
北
町
建
設
業
協
会
に

水
中
ポ
ン
プ
の
設
置
を
依
頼
す
る
と

と
も
に
、
山
本
代
表
区
長
と
も
対
策

調
整
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
午
後

６
時
30
分
、
修
理
部
品
が
岡
山
に
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
発
注
。
午
後
11

時
、国
土
交
通
省
ポ
ン
プ
車
が
到
着
。

７
月
20
日
午
前
０
時
、
水
中
ポ
ン
プ

と
ポ
ン
プ
車
の
始
動
に
よ
り
、
遊
水

池
越
水
水
位
２
ｍ
間
近
で
あ
っ
た
水

位
が
、
１
ｍ
90
㎝
に
低
下
。
午
前
１

時
30
分
、
部
品
到
着
。
午
前
２
時
30

分
、
部
品
交
換
が
終
了
し
、
排
水
ポ

ン
プ
始
動
。順
調
に
水
位
が
低
下
し
、

１
ｍ
90
㎝
の
水
位
が
１
ｍ
10
㎝
ま
で

低
下
。
午
前
４
時
、
国
土
交
通
省
ポ

ン
プ
車
と
水
中
ポ
ン
プ
を
停
止
。
午

前
６
時
30
分
、
遊
水
池
の
水
位
が
上

昇
し
な
い
こ
と
を
確
認
後
、
主
ポ
ン

プ
を
停
止
。
以
上
の
よ
う
な
経
緯
で

す
。
区
民
や
地
域
の
方
々
に
は
ご
迷

惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

②
台
風
12
号
時
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
９
月
３
日
午
後
５
時
30
分
、
山

本
排
水
機
場
に
職
員
２
名
を
配
置
。

午
後
６
時
15
分
か
ら
午
後
９
時
35

分
、
運
転
可
能
水
位
に
な
る
毎
に
随

時
運
転
を
行
う
。
午
後
10
時
30
分
、

遊
水
池
が
増
水
し
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
う
え
で
、
支
所
待
機
に
切
り
替

え
、ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
水
位
を
確
認
。

９
月
４
日
午
前
２
時
30
分
、
排
水
機

場
に
職
員
２
名
を
配
置
。
午
前
３
時

４
分
、
運
転
可
能
水
位
（
１
ｍ
）
と

な
っ
た
た
め
、排
水
ポ
ン
プ
を
始
動
。

午
前
11
時
40
分
、
潮
位
の
満
潮
と
雨

量
の
増
加
に
よ
り
、
遊
水
池
の
水
位

が
１
ｍ
90
㎝
ま
で
上
昇
。
午
前
11
時

50
分
、
山
本
排
水
機
場
が
満
水
の
た

め
防
災
無
線
で
注
意
喚
起
を
行
う
。

午
後
８
時
40
分
、
遊
水
池
の
水
位
が

１
ｍ
50
㎝
に
低
下
し
、
遊
水
池
の
水

位
の
状
況
を
確
認
の
う
え
、
支
所
で

待
機
し
ま
し
た
。
午
前
９
時
30
分
、

潮
位
の
満
潮
後
、
遊
水
池
の
水
位
が

上
昇
し
な
い
こ
と
を
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

で
確
認
後
、
退
庁
し
て
い
ま
す
。
以

上
の
よ
う
に
遊
水
池
ぎ
り
ぎ
り
に
き

て
、
少
し
オ
ー
バ
ー
を
し
た
よ
う
な

状
態
で
す
が
、
ポ
ン
プ
は
順
調
に
稼

働
し
ま
し
た
。

③
排
水
機
場
は
、
町
内
に
８
施
設
あ

り
ま
す
。
一
番
古
い
昭
和
48
年
建
設

の
相
賀
排
水
機
場
を
は
じ
め
、
ほ
と

ん
ど
の
施
設
が
、
農
業
用
の
湛
水
防

除
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、山
本
排
水
機
場
に
つ
い
て
は
、

昭
和
63
年
度
建
設
さ
れ
、
平
成
元
年

４
月
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
農
業
用
施
設
は
、
農
作
物
を
24

時
間
以
内
に
浸
水
し
た
状
態
か
ら
回

避
す
る
た
め
の
排
水
施
設
で
す
。
整

備
後
、
施
設
の
周
辺
状
況
も
変
化
し

て
、
海
山
区
相
賀
・
船
津
排
水
機
場

周
辺
、
長
島
区
の
山
本
・
出
垣
内
排

水
機
場
周
辺
で
は
、農
地
が
減
少
し
、

住
宅
用
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
地
域
住
民
の
安
全
を
確
保
し

て
い
く
た
め
に
も
、
雨
水
・
下
水
ポ

ン
プ
を
備
え
た
施
設
の
建
設
や
各
排

水
機
場
の
排
水
機
能
の
能
力
ア
ッ
プ

等
も
財
政
状
況
も
考
慮
し
な
が
ら
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
時
期
に
き
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

樋
口
泰
生 

議
員

第
２
次
紀
北
町
行
財
政

改
革
大
綱
に
つ
い
て
　

５
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問
　 

行
財
政
改
革
大
綱
に
つ

　
い
て
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
の
5
ヵ
年
に
わ
た
る

も
の
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
平
成

23
年
5
月
に
改
訂
さ
れ
、
4
ヵ
月
を

経
過
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

項
目
を
細
か
く
お
聞
き
し
ま
す
。

①
大
綱
の
巻
頭
で
、「
少
子
高
齢
化

に
よ
る
過
疎
化
の
進
行
、
景
気
低
迷

等
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

②
目
標
に
あ
る
「
分
権
型
社
会
」
に

つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

③
事
務
事
業
等
の
見
直
し
に
よ
る
効

果
的
な
行
政
運
営
に
「
重
点
施
策
の

調
査
を
毎
年
実
施
」と
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
い
う
方
法
で
、
誰
が
い
つ
行
う

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

④
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
の
「
自

主
財
源
の
確
保
」
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
方
策
を
お
考
え
か
お
聞
き
し

ま
す
。

⑤
「
住
民
満
足
度
の
向
上
や
事
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
、
組
織
機
構
の

簡
素
化
等
の
見
直
し
を
行
う
」
と
あ

り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
方
針
か
お
聞

き
し
ま
す
。

⑥
職
員
の
意
識
改
革
で
は
「
民
間
企

業
へ
の
研
修
」
と
「
人
事
評
価
制
度

の
構
築
を
図
り
」
と
あ
り
ま
す
が
、

実
行
状
況
と
今
後
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
お
伺
い
し
ま
す
。

⑦
「
数
値
目
標
や
実
施
年
度
を
定
め

て
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ご
説
明
願
い

ま
す
。答

　
町
長
　①
平
成
18
年
度
と

　
平
成
23
年
度
を
比
較
し
ま

す
と
、
人
口
1
，
6
9
6
人
の
減

の
う
ち
19
歳
以
下
人
口
は
5
3
9

人
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
65
歳
以
上

人
口
は
2
0
8
人
の
増
加
で
あ
り
、

高
齢
化
比
率
は
、
３
・
９
％
増
加
し
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
過
疎
化
が
進
行

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
景
気
低
迷
に

つ
い
て
は
、
世
界
的
な
金
融
危
機
や

円
高
等
に
よ
り
、
日
本
経
済
が
落
ち

込
み
、
本
町
に
お
い
て
も
、
漁
業
で

は
漁
獲
量
の
減
少
、
林
業
で
は
木
材

価
格
の
下
落
に
よ
り
、
町
全
体
と
し

て
は
、
人
口
の
減
と
あ
い
ま
っ
て
、

年
々
所
得
に
対
す
る
課
税
額
が
減
少

し
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

②
国
と
地
方
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
国
が
一
方
的
に
決
め
て
、
地

方
に
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
自
主
的
判
断
を
尊
重
し
な
が

ら
、
国
と
地
方
が
協
働
し
て
い
く
社

会
で
す
。
行
財
政
改
革
に
よ
り
、
紀

北
町
の
実
情
に
即
し
た
施
策
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
重
点
施
策
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
各
課
に
お
い
て
、
企
画
立
案

し
た
事
業
等
に
つ
い
て
、
財
源
を
含

め
て
作
成
す
る
総
合
実
施
計
画
、
ロ

ー
リ
ン
グ
計
画
書
に
よ
り
副
町
長
・

企
画
課
・
財
政
課
が
聞
き
取
り
、
絞

り
込
み
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果

報
告
を
受
け
て
、
翌
年
度
の
予
算
に

反
映
さ
せ
て
い
る
形
で
す
。

④
小
さ
な
金
額
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー

広
告
、広
報
き
ほ
く
の
広
告
収
入
等
、

新
た
な
収
入
の
確
保
に
も
検
討
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
税
収
等
の
自
主

財
源
の
確
保
に
は
努
め
て
い
き
た
い

と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
大
変
厳
し
い

部
分
で
は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

⑤
組
織
機
構
は
、
当
面
、
現
在
の
総

合
支
所
方
式
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
組

織
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
に
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
産
業

振
興
課
を
農
林
水
産
課
と
商
工
観
光

課
に
分
割
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
住

民
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
の
変
化
を
十

分
把
握
し
た
う
え
で
、
必
要
な
場
合

に
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

⑥
民
間
企
業
へ
の
研
修
は
、
目
標
に

は
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
実
行
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
企
業
の
ほ
う
か
ら
来
て

い
た
だ
い
て
、
接
遇
研
修
等
を
実
施

し
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
事
評
価
制
度
の

構
築
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
き
、
組
織
目
標
の
実

現
に
向
け
て
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

し
て
、
組
織
の
活
性
化
を
図
り
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
今
年

度
は
10
月
中
に
制
度
に
関
す
る
研
修

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度

よ
り
制
度
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑦
具
体
的
に
は
第
２
次
行
財
政
改
革

大
綱
に
基
づ
き
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
数
値
目
標
や
実

施
年
度
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
現
在
、
最
終
の
調
整
を
し
て
お

り
、
も
う
少
し
で
議
員
の
皆
さ
ん
に

も
お
示
し
で
き
る
予
定
で
す
。

　
総
務
省
通
知
に

　
お
け
る
公
会
計
の

　
　
整
備
に
つ
い
て

　問
　
　
政
府
の
指
針
で
は
、
平

　
成
23
年
度
内
に
4
表
の
作

成
、
開
示
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
　
町
長
　
平
成
18
年
に
総

　
務
省
の
地
方
行
革
新
指
針

に
お
い
て
、
普
通
会
計
ベ
ー
ス
及
び

連
結
ベ
ー
ス
の
財
務
書
類
4
表
、
す

な
わ
ち
貸
借
対
照
表
、
行
政
コ
ス
ト

計
算
表
、
資
金
収
支
計
算
書
、
純
資

産
変
動
計
画
書
を
5
年
後
ま
で
に
整

備
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、

本
町
の
場
合
は
、
平
成
23
年
度
ま
で

に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
、
各
諸
表
の
作
成
に

取
り
か
か
っ
て
お
り
、
作
成
で
き
次

第
、
県
等
の
確
認
を
い
た
だ
き
、
開

示
し
て
い
く
所
存
で
す
。お
そ
ら
く
、

3
月
議
会
頃
、
開
示
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

        

北
村
博
司 

議
員

尾
上
町
政
の
理
念
と

         

実
行
に
つ
い
て

問
　
　
①
「
住
民
目
線
」「
ゼ

　
ロ
ベ
ー
ス
の
見
直
し
」等
、

基
本
理
念
が
ど
う
い
う
論
理
な
の

か
。
平
成
23
年
度
の
施
政
に
基
づ
い

て
具
体
的
な
答
弁
を
求
め
ま
す
。

②
上
杉
鷹
山
の
施
政
を
模
範
と
さ
れ

る
よ
う
で
す
が
、
鷹
山
の
具
体
的
な

６
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施
政
と
本
町
政
へ
の
反
映
を
具
体
的

に
ご
説
明
願
い
ま
す
。

③
紀
南
大
水
害
の
検
証
と
本
町
防
災

対
策
の
課
題
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
お
聞
き
し
ま
す
。

　
ま
た
、
四
條
畷
市
と
本
町
と
の
防

災
に
お
け
る
今
後
の
連
携
に
つ
い
て

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
　
町
長
　
①
私
の
考
え
て

　
い
る
住
民
目
線
と
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、

知
恵
と
力
を
借
り
、
一
緒
に
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
と
は
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
も
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
新
し
い
需
要
に
応
え

る
た
め
に
も
、
古
く
な
っ
た
も
の
、

そ
し
て
す
べ
て
を
再
度
見
直
し
な
が

ら
、
ゼ
ロ
か
ら
再
考
し
て
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
2
年
目
の
所
信

表
明
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
住
民
と
行
政
が
と
も
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り
を
基
本
目
標
と
し
て
、

そ
れ
に
基
づ
く
重
点
事
業
を
、
い
ろ

い
ろ
と
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
、

緊
急
性
、
重
要
性
の
高
い
事
業
を
優

先
し
、実
施
す
る
こ
と
と
し
て
、ロ
ー

リ
ン
グ
方
式
に
よ
り
見
直
し
を
行

い
、
予
算
化
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
町
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
施
策

を
町
民
が
求
め
て
い
る
の
か
。ま
ず
、

町
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
ま
た
、
町

民
の
声
を
聞
き
、
町
民
を
優
先
し
た

町
政
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
姿

勢
で
す
。
鷹
山
公
は
、
本
当
の
こ
と

が
言
わ
れ
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
り

た
い
と
上
書
箱
と
い
う
も
の
を
つ
く

り
ま
し
た
。
私
も
み
ん
な
の
声
と
い

う
箱
を
設
置
し
て
、
役
場
に
対
す
る

意
見
や
暮
ら
し
に
対
す
る
意
見
等
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
行
政
懇
談
会
や
く
る
ま
ざ
会
議

等
で
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

③
紀
南
大
水
害
の
検
証
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
長
時
間
の
台
風
で
あ
り
、

雨
雲
が
集
中
的
に
流
れ
込
ん
で
き
た

こ
と
か
ら
、
導
き
だ
さ
れ
た
豪
雨
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
議
員
ご

指
摘
の
本
町
防
災
対
策
の
課
題
を
ど

う
考
え
る
か
と
の
こ
と
で
す
が
、
本

町
に
お
い
て
も
赤
羽
川
、
船
津
川
、

銚
子
川
の
ほ
か
、
準
用
河
川
等
さ
ま

ざ
ま
な
河
川
が
あ
り
ま
す
。
河
川
の

氾
濫
に
は
十
分
注
意
す
べ
き
で
す

し
、
河
床
の
土
砂
堆
積
の
堀
削
等
、

県
に
要
望
す
る
等
、
対
処
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
土
砂
災
害
に
対
応
す
る

た
め
、
最
新
の
情
報
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
情
報
の
収
集
を
図
り
、
避
難
を

促
す
場
合
に
は
、
速
や
か
に
避
難
勧

告
、
避
難
指
示
を
発
令
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
四

條
畷
市
と
は
災
害
相
互
応
援
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
協
定

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
今
後
も
友
好

を
深
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

合
併
10
周
年
記
念
と
し

て
統
一
町
史
編
纂
を

問
　
　
旧
両
町
史
が
発
刊
さ
れ

　
て
い
る
が
、
お
互
い
の
町

史
を
町
民
が
見
る
機
会
は
極
め
て
少

な
い
。
両
町
史
の
発
刊
後
、
特
に
合

併
前
後
の
経
緯
を
記
し
、
町
民
の
一

体
化
促
進
に
資
す
る
べ
き
と
思
い
ま

す
。
そ
の
場
合
、行
政
中
心
で
な
く
、

社
会
、
世
相
史
を
加
え
、
町
民
の
興

味
を
高
め
る
編
集
に
特
段
の
工
夫
を

凝
ら
さ
れ
た
い
。
ま
た
、　
編
集
委

員
会
の
中
に
、
新
鮮
な
発
想
が
必
要

な
た
め
、
執
筆
者
と
は
別
に
企
画
委

員
会
を
設
け
る
べ
き
で
あ
り
、
公
募

委
員
等
で
構
成
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。
歴
史
学
者
、
行
政
関
係
者
の
主

導
を
避
け
る
体
制
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
お
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

答
　
町
長
　
現
在
の
町
史
は
、

　
海
山
町
史
が
昭
和
59
年

に
、
ま
た
、
紀
伊
長
島
町
史
が
昭
和

60
年
に
そ
れ
ぞ
れ
新
町
発
足
30
周
年

記
念
事
業
と
し
て
発
刊
し
て
い
ま

す
。
現
在
、2
町
が
合
併
し
て
か
ら
、

6
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
町
の
一
体
化
に
つ
い
て
は
醸
成

途
上
に
あ
り
ま
す
。
一
体
化
を
促
進

す
る
た
め
に
も
合
併
10
周
年
を
迎
え

る
平
成
27
年
に
は
、
式
典
等
の
合
併

記
念
事
業
も
必
要
か
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

町
史
は
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
思
い
ま

す
し
、
ま
た
、
町
史
そ
の
も
の
も
途

切
れ
る
こ
と
な
く
、
編
纂
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
今
後
、
既
存
の
町
史
を

引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
編
纂
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
員

ご
指
摘
の
よ
う
に
、編
纂
の
際
に
は
、

社
会
の
世
相
の
挿
入
や
、
町
民
参
加

に
よ
る
企
画
委
員
会
の
設
置
等
、
検

討
す
べ
き
か
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

観
光
資
源
の
発
掘
・

         

整
備
に
つ
い
て

問
　
　
①
本
町
を
舞
台
に
し
た

　
文
化
作
品
を
ご
説
明
く
だ

さ
い
。

②
観
光
資
源
と
し
て
、
文
学
ロ
ー
ド

の
設
定
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

③
江
戸
川
乱
歩
文
学
碑
の
整
備
計
画

の
進
行
状
況
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

答
　
町
長
　
①
田
山
花
袋
の

　
南
船
北
馬
（
な
ん
せ
ん
ほ

く
ば
）、
紀
伊
の
海
岸
で
は
、
田
山

花
袋
が
、
紀
伊
長
島
を
訪
れ
、
嵐
屋

別
館
に
宿
泊
し
た
と
き
の
様
子
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
宮
市
出
身
の
佐

藤
春
夫
は
、
山
妖
海
異
（
さ
ん
よ
う

か
い
い
）
と
い
う
作
品
で
、
カ
ン
カ

ラ
コ
ボ
シ
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

名
張
市
出
身
の
江
戸
川
乱
歩
は
、
大

金
塊
（
だ
い
き
ん
か
い
）
と
い
う
作

品
で
大
島
を
舞
台
に
し
た
で
あ
ろ

う
、
探
偵
小
説
を
書
い
て
い
ま
す
。

７
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②
議
員
ご
承
知
の
よ
う
に
、す
で
に
、

南
船
北
馬
、
紀
伊
の
海
岸
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
嵐
屋
別
館
は
、
老
朽
化
に

よ
り
や
む
な
く
取
り
壊
し
を
行
い
ま

し
た
が
、
平
成
21
年
3
月
に
は
、
跡

地
に
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
の
文
学
碑

を
建
立
し
て
い
ま
す
。
他
の
作
品
に

つ
い
て
も
、
紀
北
町
の
自
然
や
歴
史

を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
を
幅
広
く

情
報
発
信
し
、
本
町
の
観
光
資
源
と

し
て
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

③
江
戸
川
乱
歩
の
文
学
碑
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
、
古
道
魚
ま
ち
歩
観
会
の

方
々
と
ご
一
緒
に
、
さ
ら
に
勉
強
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

松
永
征
也 

議
員

財
政
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
　
本
町
の
財
政
の
現
状
で

　
す
が
、
急
激
な
人
口
の
減

少
と
高
齢
化
の
進
行
、
そ
れ
に
町
内

産
業
の
低
迷
等
に
よ
り
、
税
収
入
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
町
財

政
は
国
、
県
か
ら
の
依
存
財
源
や
借

入
金
に
頼
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い

る
現
状
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
合
併

特
例
措
置
が
5
年
後
以
降
の
町
財
政

を
強
く
懸
念
す
る
も
の
で
す
。今
後
、

税
収
入
の
落
ち
込
み
に
加
え
、
歳
入

の
40
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
、

段
階
的
に
今
よ
り
も
6
億
円
以
上
も

減
少
し
て
い
く
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
に
お
い
て
、
本
町
は
こ
れ
ま
で
の

多
額
の
長
期
の
借
入
金
を
抱
え
て
お

り
、
そ
の
返
済
が
今
後
も
続
い
て
い

く
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
財
政
の
健
全
化
は
待
っ
た
な
し

の
状
況
に
あ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

長
期
借
入
金
、
基
金
積
立
金
、
地
方

交
付
税
、
町
税
収
入
等
に
つ
い
て
町

長
の
ご
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
町
長
　
議
員
ご
懸
念
の

　
と
お
り
5
年
後
以
降
の
財

政
状
況
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
状
況

に
な
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
地
方
債
残
高
に
つ

い
て
は
、
残
高
の
抑
制
に
努
め
て
お

り
、
で
き
る
だ
け
普
通
交
付
税
に
反

映
さ
れ
る
有
利
な
種
類
の
起
債
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
の

推
進
に
よ
る
歳
出
削
減
や
基
金
の
積

み
立
て
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
、

5
年
後
以
降
の
財
政
の
健
全
性
確
保

と
持
続
可
能
な
財
政
の
確
立
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
普
通
交
付
税
の
不
足
分

を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

は
、
財
源
が
乏
し
く
、
歳
入
確
保
に

苦
慮
す
る
状
況
に
あ
る
本
町
に
お
い

て
は
、
基
金
積
立
額
や
繰
越
金
等
の

削
減
に
よ
り
、
借
り
入
れ
を
抑
制
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。
後
年
度
に
お

い
て
起
債
発
行
可
能
額
の
全
額
の
補

て
ん
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
借
り
入
れ
を

行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
民
間
金
融

機
関
か
ら
の
融
資
調
達
に
つ
い
て

は
、
主
に
合
併
特
例
事
業
債
に
つ
い

て
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
借

り
入
れ
先
の
選
択
と
し
て
は
、
利
率

が
比
較
的
低
い
市
町
村
振
興
協
会
等

か
ら
の
借
り
入
れ
の
ほ
か
、
民
間
金

融
機
関
か
ら
見
積
徴
収
を
行
い
、
最

も
低
い
利
率
を
提
示
し
た
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
平
成
22
年
度
末
決
算
で

の
基
金
残
高
は
、
一
般
会
計
と
企
業

会
計
を
除
く
特
別
会
計
を
合
計
す

る
と
、
約
40
億
3
，
9
0
0
万
円

で
す
。
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
役
場

内
部
に
資
金
管
理
運
用
委
員
会
を
組

織
し
、
安
全
性
、
確
実
性
を
基
本
に

運
用
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地

方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
議
員
ご
指

摘
の
と
お
り
、
約
5
億
円
程
度
減
少

し
、
人
口
減
に
よ
る
影
響
分
も
含
め

ま
す
と
、
そ
れ
以
上
の
減
額
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
変
厳
し
い
財

政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
つ
い
て
は
、
今
後
5
年

間
の
中
で
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
行
政
経
費
の
縮
減
に
努

め
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
財
源
不
足

に
備
え
、
基
金
の
確
保
も
図
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
町
民
税
に
つ
い
て
は
、
就
業

人
口
の
減
少
、
年
金
支
給
開
始
年
齢

の
引
き
上
げ
等
に
よ
り
、
ま
た
、
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
も
、
地
価
の
下

落
等
が
続
き
、
減
少
し
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
た
ば
こ
税
、
軽
自

動
車
税
も
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

本
町
に
つ
い
て
は
、
町
税
収
入
の
増

加
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

財
政
健
全
化
判
断
比
率

及
び
新
地
方
公
会
計
制

度
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問
　 　
請
求
事
件
に
つ
い
て
判
断

結
果
に
よ
っ
て
は
財
政
健
全
化
判
断

比
率
に
ど
の
よ
う
に
影
響
が
あ
る
の

か
お
聞
き
し
ま
す
。

②
新
地
方
公
会
計
制
度
へ
の
対
応
で

す
が
、
町
の
資
産
と
負
債
の
管
理
の

状
況
を
正
確
に
把
握
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
90
％
以

上
の
市
町
村
で
す
で
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
本
町

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
　
町
長  

①
係
争
中
の
損
害

　
賠
償
請
求
事
件
が
、
財
政

健
全
化
判
断
比
率
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
で
す
が
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
係
争
中
で

す
の
で
、
答
弁
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
本
町
に
お
い
て
の
新
地
方
公
会
計

８

①
係
争
中
の
損
害
賠
償 

▲嵐屋跡の田山花袋文学碑
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モ
デ
ル
に
つ
い
て
で
す
が
、
総
務
省

方
式
改
訂
モ
デ
ル
に
よ
り
、
本
年
度

中
の
公
表
に
向
け
て
、
策
定
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
資
産
の
洗

い
出
し
に
つ
い
て
は
、
相
当
な
期
間

を
要
す
る
た
め
、
当
面
は
、
簡
易
的

な
資
産
管
理
方
式
を
用
い
る
総
務
省

方
式
改
訂
モ
デ
ル
と
し
て
、
段
階
的

に
資
産
評
価
の
精
度
を
高
め
て
、
将

来
は
基
準
モ
デ
ル
に
移
行
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
「
が
れ
き
の
処
理
」

に
つ
い
て

問
　
　
去
る
8
月
20
日
付
新
聞

　
報
道
で
「
が
れ
き
の
受
け

入
れ
可
能
」
自
治
体
と
し
て
紀
北
町

も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
放
射
性
物
質

の
汚
染
の
心
配
も
あ
り
、
不
安
を
感

じ
た
町
民
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
真
意
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ

さ
い
。答

　
町
長
　
東
日
本
大
震
災

　
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃
棄

物
に
つ
き
ま
し
て
は
、環
境
省
よ
り
、

平
成
23
年
4
月
8
日
付
文
書
で
、
三

重
県
環
境
森
林
部
ご
み
ゼ
ロ
推
進
室

を
通
じ
て
、
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処

理
体
制
の
構
築
に
係
る
協
力
依
頼
及

び
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
処
理
能

力
に
係
る
調
査
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
紀
北
町
と
し
て
は
、
生
ご
み
等

及
び
可
燃
性
混
合
廃
棄
物
を
合
わ
せ

て
、
年
間
約
1
，
0
0
0
ト
ン
の

受
け
入
れ
能
力
が
あ
る
旨
を
回
答
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、現
時
点
で
は
、

国
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処

理
体
制
の
詳
細
に
つ
い
て
は
未
定
で

あ
り
、
国
や
三
重
県
及
び
被
災
自
治

体
か
ら
の
具
体
的
な
受
け
入
れ
要
請

は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

中
津
畑
正
量
議
員

　
防
災
対
策
に
つ
い
て

問
　
　

　
会
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
、

２
０
６
件
の
避
難
路
、
避
難
場
所
の

整
備
等
は
、
年
内
に
で
き
る
の
か
ど

う
か
、
今
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

②
避
難
路
、
避
難
広
場
の
改
修
は
、

す
で
に
自
治
会
、
自
主
防
災
会
に
お

い
て
も
、
自
前
で
い
ろ
ん
な
整
備
を

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

軽
微
な
も
の
は
、
で
き
る
だ
け
日
常

管
理
も
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
機
材
の

必
要
な
所
や
高
齢
者
も
多
く
、
な
か

な
か
そ
の
人
手
が
な
く
困
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
に
は
、
町
も
積
極
的
に
相
談
に

乗
り
、
整
備
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

手
助
け
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、自
治
会
、

自
主
防
災
会
に
、
ど
こ
ま
で
、
ど
う

い
う
話
を
し
て
い
る
か
お
聞
き
し
ま

す
。答

　
町
長
　
①
全
て
の
要
望

　
に
対
し
て
、
早
急
に
判
断

す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
要

望
書
を
提
出
い
た
だ
い
た
各
自
主
防

災
会
、
自
治
会
等
の
役
員
さ
ん
と
現

地
を
確
認
し
、
相
談
し
た
う
え
で
、

優
先
順
位
を
決
め
て
、
６
月
議
会
で

の
補
正
予
算
に
よ
り
、
手
す
り
の
設

置
や
海
抜
測
量
等
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
例

え
ば
、避
難
路
の
新
設
に
お
い
て
は
、

用
地
等
の
確
保
に
時
間
を
要
す
る

等
、
中
長
期
的
な
観
点
に
立
ち
、
整

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。今
年
度
内
に
は
、

全
て
の
整
備
は
不
可
能
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

②
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か

ら
、
町
民
の
防
災
、
減
災
に
対
す
る

意
識
が
急
速
に
高
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
相
賀
区
民
を
は
じ
め
、
各
地
区

に
お
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
自
主

的
に
安
全
な
避
難
路
を
確
保
す
る
た

め
、
以
前
使
わ
れ
て
い
た
山
道
等
の

再
整
備
や
、
地
元
の
建
設
会
社
等
の

ご
協
力
で
、
新
た
に
避
難
路
を
設
け

る
等
、
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
作
業
に
は

限
界
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち

で
で
き
る
も
の
と
、
町
が
実
施
し
な

け
れ
ば
で
き
な
い
も
の
と
の
す
み
わ

け
を
図
る
必
要
が
あ
り
、今
後
と
も
、

自
治
会
や
自
主
防
災
会
と
話
し
合
い

な
が
ら
、
避
難
路
を
整
備
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
浦
、
矢
口
浦
の
防
潮

堤
に
つ
い
て

問
　
　
矢
口
浦
に
つ
い
て
は
、

　
ノ
ー
堤
防
、
三
浦
に
つ
い

て
も
伊
勢
湾
台
風
の
後
で
で
き
た
施

設
で
あ
り
、
す
で
に
50
年
を
経
過
し

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
受
け
て
、

積
極
的
に
こ
の
堤
防
を
造
っ
て
、
津

波
か
ら
も
、
高
潮
か
ら
も
守
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
計
画
、
設
計
、

工
事
の
要
請
、
確
定
等
、
ほ
と
ん
ど

全
部
、
県
に
行
く
と
思
い
ま
す
が
、

高
潮
の
た
め
の
護
岸
工
事
な
の
か
、

全
部
取
っ
払
っ
て
新
し
く
造
る
の
か

ご
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

住
民
も
、
嵩
上
げ
で
き
な
い
の
か
等

の
希
望
も
あ
る
の
で
、
設
計
前
や
、

造
っ
た
後
等
、
年
度
年
度
の
初
め
に

は
、
住
民
と
の
話
し
合
い
を
や
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。

９

①
自
治
会
、
自
主
防
災

▲避難訓練の様子
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答
　
町
長
　
両
地
区
の
堤
防

　
に
つ
い
て
は
、
三
浦
が
昭

和
38
年
、
矢
口
浦
が
昭
和
37
年
及
び

昭
和
38
年
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、

老
朽
化
が
著
し
い
状
況
の
た
め
、
今

年
度
か
ら
５
ヵ
年
で
、
堤
防
、
樋

門
、
陸
こ
う
等
を
整
備
す
る
計
画
で

す
。
三
浦
の
全
体
事
業
費
は
、
７
億

円
で
、
堤
防
３
７
０
ｍ
の
改
修
、
樋

門
の
新
設
、
改
修
及
び
動
力
化
２

基
、
陸
こ
う
の
改
修
及
び
動
力
化
１

基
、
測
量
、
地
質
調
査
、
設
計
業
務

等
の
測
量
試
験
費
一
式
の
工
事
計
画

で
す
。
ま
た
、
矢
口
浦
は
、
全
体
事

業
費
７
億
５
，
６
４
０
万
円
で
、
堤

防
８
７
０
ｍ
の
改
修
及
び
補
強
、
樋

門
の
改
修
及
び
動
力
化
２
基
、
陸
こ

う
の
改
修
及
び
動
力
化
14
基
、測
量
、

地
質
調
査
、
設
計
業
務
等
測
量
試
験

費
一
式
の
工
事
計
画
で
す
。
財
源
内

訳
は
、
国
50
％
、
県
35
％
、
町
15
％

で
す
が
、
そ
の
専
門
性
か
ら
、
工
事

に
つ
い
て
は
、
県
へ
の
委
託
に
な
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

農
林
水
産
課
長
　
両
地
区
に
お
い

て
は
、
事
前
に
説
明
会
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
お
り
、
今
後
も
随
時
、
地
元

に
出
向
き
、
県
と
と
も
に
説
明
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
地

元
の
方
々
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。奥

村
武
生 

議
員

白
浦
の
地
震
津
波
対
策

を
質
す

問
　 　
来
に
わ
た
っ
て
計
画
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。答

　
町
長
　
自
主
防
災
会
か

　
ら
の
要
望
箇
所
は
４
ヵ
所

あ
り
、
避
難
路
新
設
１
ヵ
所
、
避
難

路
整
備
３
ヵ
所
で
、
高
台
へ
逃
げ
る

た
め
の
手
す
り
の
設
置
や
ソ
ー
ラ
ー

外
灯
の
整
備
で
す
。
町
で
は
、早
速
、

自
主
防
災
会
、
自
治
会
の
役
員
の
皆

さ
ん
と
現
地
で
確
認
し
、
優
先
順
位

を
決
め
て
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
白
浦
地
区
に
お
い
て
は
、
比

較
的
住
家
か
ら
高
台
へ
の
距
離
が
短

く
、
要
す
る
時
間
も
少
な
く
済
む
こ

と
か
ら
、
小
規
模
修
繕
等
の
整
備
を

進
め
な
が
ら
、
ソ
フ
ト
の
充
実
も
同

時
に
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

引
本
浦
の
地
震
・
津
波

対
策
を
質
す

問
　
　
天
理
教
さ
ん
の
裏
は
、

　
急
傾
斜
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
防
災
訓
練
の
と
き
は
、
一
番
よ

く
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

は
、
大
き
な
岩
が
上
か
ら
落
下
し
た

部
分
で
、
県
で
治
山
工
事
を
す
る
ら

し
い
で
す
が
、
状
況
が
変
わ
り
、
こ

こ
を
避
難
路
と
す
る
な
ら
、
大
規
模

な
土
木
工
事
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
れ
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

　
ま
た
、引
本
の
中
心
の
タ
ワ
ー
は
、

高
さ
的
に
は
対
応
で
き
ず
、
公
民
館

付
近
か
ら
の
避
難
は
、
10
分
以
上
か

か
る
と
思
い
ま
す
。
町
長
は
、
先
回

の
質
問
に
対
し
て
、
津
波
の
到
達
時

間
が
20
分
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

今
現
在
、
何
分
で
津
波
が
押
し
寄
せ

る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
　
町
長
　
今
ま
で
は
、
引

　
本
公
園
の
登
り
口
と
い
う

観
点
か
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
避

難
路
の
整
備
と
い
う
こ
と
で
、
積
極

的
に
県
に
も
申
し
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
し
、
県
の
姿
勢
も
３
・

11
を
契
機
に
、
そ
う
い
っ
た
急
傾
斜

を
避
難
路
整
備
に
絡
め
て
い
こ
う
と

い
う
動
き
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

も
合
わ
せ
て
要
望
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
前
回
の
20
分
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
・
７
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

基
本
は
、
10
分
で
逃
げ
ら
れ
る
場
所

を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
地
域

的
に
は
ど
う
し
て
も
遠
い
と
こ
ろ
も

あ
り
、
あ
る
程
度
一
定
の
と
こ
ろ
で

命
を
預
け
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
商
工
会
の
と
こ
ろ

の
外
付
け
階
段
や
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー
等
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
の
も

一
つ
の
考
え
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
の
最
高
責
任

者
で
あ
る
町
長
の
地
震

津
波
の
認
識
と
そ
の
施

策
を
質
す

問
　
各
地
区
に
、
東
海
、
東
南

海
地
震
は
起
こ
る
と
考
え
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
起
こ
る
と
す
る

と
、
そ
の
根
拠
は
な
ん
で
す
か
。
そ

し
て
、
い
つ
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
か
。
さ
ら
に
、
地
震
と
津
波
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
な
ぜ
大
津
波
が
起
こ
る

の
か
等
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ

い
。

答
　
町
長
　
大
津
波
が
ど
う

　
や
っ
て
起
こ
る
か
、
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
一
般
的

に
地
球
表
面
を
覆
っ
て
い
る
プ
レ
ー

ト
と
呼
ば
れ
る
十
数
枚
の
岩
盤
が
、

マ
ン
ト
ル
の
対
流
に
よ
っ
て
少
し
ず

つ
動
い
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー
ト
と
プ

レ
ー
ト
の
境
界
で
歪
み
を
起
こ
し
、

そ
の
歪
み
か
ら
元
の
形
に
戻
ろ
う
と

す
る
力
が
一
気
に
働
い
て
、
地
震
を

起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

大
津
波
は
、
プ
レ
ー
ト
が
戻
る
動
き

に
よ
り
、
プ
レ
ー
ト
上
の
海
が
盛
り

上
げ
ら
れ
、
津
波
と
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
プ
レ
ー
ト
の
規
模
や
プ

レ
ー
ト
が
戻
る
動
き
が
大
き
け
れ
ば

大
き
い
ほ
ど
、
大
津
波
が
起
こ
る
も

の
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
陸
沖
大
地
震
と
大
津

波
を
目
の
当
た
り
に
見

て
、
東
海
、
東
南
海
、

南
海
地
震
を
想
定
し
た

場
合
の
対
策
を
問
う

問
　
　

　
生
が
、
地
震
の
周
期
は

１
１
７
年
に
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
35
年

で
、
そ
の
35
年
が
過
ぎ
て
い
る
の

で
、
い
つ
来
て
も
不
思
議
じ
ゃ
な
い

と
言
っ
て
お
り
、
ま
た
、
南
海
地
震
、

10

白
浦
の
、
現
在
か
ら
将

東
京
地
震
研
究
所
の
先
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東
南
海
地
震
の
岩
盤
に
、
１
９
４
０

年
の
未
破
壊
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
が
連
動
す
る
可
能
性

が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
こ
で
、

各
地
区
に
ど
の
よ
う
な
津
波
対
策
を

計
画
し
て
い
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
町
長
　
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

　
ト
両
面
か
ら
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
で
、
基
本
的

に
は
、
よ
り
早
く
、
よ
り
高
く
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
り
、
避
難
路
整

備
の
条
件
を
設
定
し
、
で
き
る
も
の

か
ら
や
っ
て
い
く
姿
勢
で
す
。ま
た
、

防
災
意
識
の
継
続
か
ら
も
講
演
会
や

自
主
防
災
会
と
の
会
議
も
一
生
懸
命

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

し
、
さ
ら
に
、
逃
げ
る
前
に
潰
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
耐
震

化
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

引
本
浦
の
港
湾
対
策
に

つ
い
て

問
　
　
引
本
の
旧
魚
市
場
と
赤

　
石
の
公
園
の
と
こ
ろ
の
堤

防
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
す
。
２
年
前
に
県

が
調
査
し
て
、
町
に
こ
れ
で
よ
ろ
し

い
で
す
か
と
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
引
本
の
住
民
も

含
め
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
な
ぜ

検
討
し
な
い
の
か
と
不
満
が
噴
出
し

て
い
ま
す
。
そ
の
辺
を
調
査
し
て
、

も
う
一
度
そ
こ
を
ど
う
す
る
の
か
を

県
に
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答
　
町
長
　
そ
の
部
分
に
つ

　
い
て
は
、
私
も
同
行
し
、

亀
裂
も
見
て
い
ま
す
。
県
へ
は
、
修

繕
工
事
の
要
望
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

入
江
康
仁 
議
員

損
害
賠
償
に
係
る
全
般

に
関
し
て

問
　
　
①
最
高
裁
判
所
か
ら
差

　
し
戻
し
審
の
名
古
屋
高
裁

で
の
敗
訴
決
定
の
と
き
に
、
常
識
と

し
て
相
手
方
企
業
に
対
し
て
、な
ぜ
、

謝
罪
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
町
長

が
当
選
し
た
と
き
、
前
町
長
か
ら
引

き
継
ぎ
等
で
聞
い
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
あ
な
た
は
、
議
員
の
と
き
か
ら
、

最
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
た
は
ず

で
す
が
町
長
に
当
選
し
た
と
き
に
、

な
ぜ
謝
罪
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

②
こ
の
問
題
は
、
紀
北
町
の
町
民
が

起
こ
し
た
問
題
で
は
な
く
、
町
長
と

町
長
部
局
の
一
部
の
執
行
者
の
条
例

執
行
の
間
違
い
で
起
こ
っ
た
問
題

で
、
訴
訟
費
用
は
、
約
１
億
円
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す

か
。

③
海
山
区
、
紀
伊
長
島
区
の
自
治
懇

談
会
等
で
、
勝
訴
に
向
け
て
と
い
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
根
拠
に
な
る
も

の
が
あ
れ
ば
、
示
し
て
く
だ
さ
い
。

④
も
し
敗
訴
に
な
っ
て
、
賠
償
金
額

が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
は
、
ど
の

よ
う
に
責
任
を
取
る
つ
も
り
で
す

か
。

⑤
問
題
と
な
っ
て
い
る
赤
羽
簡
易
水

源
地
の
区
域
に
対
し
て
は
、
上
流
区

域
に
あ
る
化
成
工
場
の
水
量
を
把
握

し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
の
会
社

に
対
し
て
、
水
の
使
用
量
の
報
告
や

指
導
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

⑥
紀
北
町
水
道
水
源
保
護
条
例
は
、

水
道
法
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
い
る

と
い
う
認
識
で
い
い
で
す
か
。

⑦
水
道
法
第
７
条
で
、
水
道
事
業
経

営
の
許
可
申
請
に
つ
い
て
、
第
４
項

に
あ
る
事
業
計
画
書
に
は
、
給
水
人

口
及
び
給
水
量
及
び
そ
の
算
出
根
拠

を
記
載
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
出
す
の
で
す

か
。

⑧
専
門
業
者
の
方
法
は
、
揚
水
試
験

つ
ま
り
経
験
法
で
や
る
と
い
う
業
者

だ
け
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

そ
の
認
識
で
い
い
で
す
か
。
ま
た
、

水
道
法
第
７
条
第
５
項
の
工
事
設
計

書
に
記
載
す
る
事
項
に
つ
い
て
も
同

様
の
委
託
業
者
の
揚
水
試
験
つ
ま
り

経
験
法
で
や
る
わ
け
で
す
か
。

⑨
紀
北
町
水
道
水
源
保
護
条
例
が
一

本
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
暫
定
条
例
の

と
き
に
指
摘
し
て
い
た
数
値
の
基
準

も
な
け
れ
ば
、
申
請
書
類
の
中
に
も

数
値
の
事
項
の
記
載
す
べ
き
書
式
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
ぜ
で
す
か
。

⑩
産
廃
訴
訟
の
と
き
は
、
水
道
水
源

保
護
条
例
に
則
っ
て
、
枯
渇
で
事
業

の
差
し
止
め
を
行
っ
た
が
、
今
回
の

損
害
賠
償
訴
訟
に
な
っ
て
か
ら
の
紀

北
町
の
主
張
は
、
こ
の
施
設
、
つ
ま

り
プ
ラ
ン
ト
が
で
き
な
い
。
で
き
な

け
れ
ば
事
業
が
で
き
な
い
。
事
業
が

で
き
な
け
れ
ば
利
益
、
損
害
金
が
発

生
し
な
い
か
ら
支
払
う
義
務
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

⑪
損
害
賠
償
請
求
事
件
対
策
チ
ー
ム

は
、
裁
判
が
終
わ
る
と
、
ど
う
い
う

協
議
を
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
裁

判
を
理
解
す
る
た
め
の
勉
強
会
と
町

民
へ
の
情
報
提
供
に
関
す
る
こ
と
を

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
町
長  

①
謝
罪
の
こ
と
に

  

つ
い
て
、
引
き
継
ぎ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
も
前
訴
か
ら

今
の
裁
判
に
変
わ
る
前
に
は
、
判
決

が
出
た
の
で
、
原
告
、
被
告
で
話
し

た
ら
ど
う
で
す
か
と
い
う
よ
う
な
考

え
方
は
持
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

私
が
町
長
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
も

う
裁
判
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
裁
判
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
真

摯
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
考
え
方
で
、

原
告
、
被
告
と
い
う
立
場
で
お
話
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

②
こ
れ
は
、
町
長
と
町
長
部
局
と
い

う
よ
り
も
、町
全
体
の
考
え
と
し
て
、

議
会
の
議
決
も
い
た
だ
い
た
う
え
で

の
行
為
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
金

に
つ
い
て
は
、
大
変
大
き
な
金
額
が

か
か
っ
て
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

は
負
担
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、

ど
う
し
て
も
必
要
な
経
費
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
勝
訴
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま

す
の
は
、
裁
判
の
中
で
主
張
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
の
を
認
め
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
で
す
。

④
裁
判
の
結
果
が
出
て
い
な
い
段
階

で
、
ど
の
よ
う
な
責
任
と
い
う
こ
と

は
、
適
切
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
私

11
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の
今
の
責
任
は
、
こ
の
裁
判
を
住
民

の
皆
さ
ん
の
納
得
の
い
く
よ
う
に
、

私
ど
も
の
主
張
が
通
る
よ
う
に
と
進

め
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

⑤
平
成
21
年
８
月
10
日
の
聞
き
取
り

調
査
に
よ
る
と
、
最
大
１
日
稼
働
時

間
、
19
時
間
で
１
９
９
ト
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。
報
告
や
指
導
に
つ
い
て

は
、
存
じ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い

う
聞
き
取
り
を
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
そ
う
い
う
接
点
が
あ
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

⑥
水
道
法
第
２
条
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
い
て
作
っ
て
い
ま
す
。

⑦
許
可
の
申
請
等
に
つ
い
て
は
、
専

門
業
者
に
お
願
い
し
、
業
者
は
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
を
や
っ
て
数
量
等
を
定

め
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑧
お
尋
ね
の
と
お
り
で
す
。

⑨
数
値
と
し
て
特
定
し
づ
ら
い
諸
条

件
が
あ
る
の
で
、
数
値
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
対
象
事
業
を
行
お
う
と

す
る
者
か
ら
の
協
議
に
基
づ
い
て
、

水
道
水
源
に
与
え
る
恐
れ
に
つ
い

て
、水
道
水
源
保
護
審
議
会
で
調
査
、

審
議
し
た
結
果
、
水
道
水
源
に
影
響

を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
事
業
場
に
つ

い
て
は
、
規
制
対
象
事
業
場
と
判
定

し
、
何
人
も
事
業
場
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
審
査
基
準
に

な
っ
て
い
ま
す
。

⑩
施
設
等
が
、
も
し
造
れ
て
も
営
業

と
し
て
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
方

向
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑪
口
頭
弁
論
の
後
に
、
準
備
書
面
等

の
情
報
共
有
の
た
め
に
、
２
ヵ
月
に

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
町
民
へ
の

情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
よ
り
わ
か
り
や
す
い
も
の

に
す
る
た
め
に
、
見
直
し
の
議
論
を

し
て
い
ま
す
。

　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　【
指
定
期
間
】

　
平
成
24
年
４
月
１
日
（
日
）

　
　
〜
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
３
年
間
）

　
※
指
定
期
間
は
議
会
の
議
決
事
項

　
で
あ
る
た
め
、
最
終
的
に
は
指
定

　
管
理
者
の
議
決
の
と
き
に
確
定
し

　
ま
す
。

　　【
応
募
参
加
資
格
】

　
　
法
人
、
そ
の
他
の
団
体
で
あ
る

　
こ
と
。
た
だ
し
、
団
体
の
法
人
格

　
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

　【
募
集
期
間
】　

　
12 
月
１
日
（
木
）

　
　
　
〜
平
成
24
年
１
月
20
日（
金
）

　【
申
請
書
類
受
付
期
間
】

　
平
成
24
年
１
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
20
日
（
金
）

　
※
現
地
説
明
会
を
希
望
さ
れ
る
場

　
合
に
は
平
成
24
年
１
月
５
日（
木
）

　
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
紀
北
町
森
林

公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
「
キ
ャ
ン

プ
ｉ
ｎ
ｎ
海
山
」
指
定
管
理
者
募
集

要
項
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

http://w
w
w
.tow
n.m
ie-kihoku.

lg.jp/

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
商
工
観
光
課
観
光
係

℡
（
32
）
３
９
０
５

12

【指定管理者制度とは】
　公の施設の管理について、民間
の事業者に門戸を開放し、民間の
事業者等が有する発想やノウハウ
を活用することにより、住民サー
ビスの向上につなげようとするも
のです。
　町では、紀北町森林公園オート
キャンプ場「キャンプｉｎｎ海山」
の管理にあたり、指定管理者制度
を導入することで、施設サービス
向上による利用促進と一層の効率
的な管理運営を目指すほか、「キャ
ンプｉｎｎ海山」を観光拠点とし
て、地域の一層の魅力向上と活性
化を推進することを目的としてい
ます。
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自
己
紹
介
を

　
　

お
願
い
し
ま
す

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は

伝
え
た
い
こ
と
は

伝
え
た
い
こ
と
は

目
標
は

自
慢
し
た
い
こ
と
は

自
慢
し
た
い
こ
と
は

自
慢
し
た
い
こ
と
は

genk i j i n とは町内で頑張っている人にお話
を聞かせてもらい、紀北町の元気力を探っ
ていくコーナーです。
今回の「元気人」は、町の特産品「尾鷲ヒノキ」
を全国に広めようと奔走し、町に活力を与

えてくれている製材業の植村一英さんです。

広報きほく 有料広告募集中

 

 

紀北町ホームページ
詳しくは紀北町ホームページ
（http://www.town.mie-kihoku.
lg.jp/advertise/index.html）
をご覧ください。

 

■問い合わせ 
　本庁企画課広報係
　℡32-3903

■広告掲載料 
　3ヵ月　9,000円
（1枠あたり、消費税込み）

元
気
人

■広告掲載料 
　1回　10,000円
（1枠あたり、消費税込み）

←トリオトリオのＣＤ

　　

 
    

製
材
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
最

近
は
顔
が
丸
く
な
っ
て
「
太
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
す
が
、
決
し
て
仕

事
で
手
抜
き
し
て
い
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
（
笑
）
大
好
き
な
お
酒

の
飲
み
す
ぎ
だ
と
思
い
ま
す
（
汗
）

　
「
ト
リ
オ
ト
リ
オ
」
と
い
う
名

前
の
バ
ン
ド
で
、
ベ
ー
ス
・
コ
ー

ラ
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
趣
味

で
や
っ
て
い
る
バ
ン
ド
で
す
が
、

燈
籠
祭
に
も
２
度
出
演
し
た
こ
と

が
あ
っ
て
、Ｃ
Ｄ
も
絶
賛
発
売
中

で
す
！　

    「
東
紀
州
・
尾
鷲
ひ
の
き
の
会
」

の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
木
材

産
業
の
原
点
で
あ
る
山
（
森
林
）

に
感
謝
の
心
を
持
ち
、「
森
の
見

え
る
家
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
販

売
促
進
と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
事
務
局
で
あ
る
森
林
組
合
の

職
員
、
各
会
員
の
皆
さ
ん
の
素
晴

ら
し
い
熱
い
思
い
と
頑
張
り
に
支

え
ら
れ
て
お
り
、
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。
地
道
な
活
動
で

す
が
、
徐
々
に
実
績
を
上
げ
て
き

て
い
ま
す
。

    

尾
鷲
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
て
、
子
供

た
ち
が
触
っ
た
り
な
め
た
り
し
て

も
大
丈
夫
な
知
育
玩
具
「
ど
う
ぶ

つ
し
ょ
う
ぎ
」
の
材
料
を
納
入
で

き
た
こ
と
や
、
鈴
木
三
重
県
知
事

に
面
会
し
、
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
の
Ｐ
Ｒ

を
お
願
い
し
て
、
知
事
か
ら
「
尾

鷲
ヒ
ノ
キ
の
良
さ
が
よ
く
分
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。」
と
言
っ
て
も
ら

え
た
こ
と
が
自
慢
で
す
。
あ
と
Ｃ

Ｄ
が
通
信
販
売
で
も
買
え
る
こ
と

が
自
慢
で
す
（
笑
）

　　

県
外
の
人
に
三
重
県
の
イ
メ
ー

ジ
を
聞
く
と
、「
伊
勢
神
宮
」や「
松

阪
牛
」
と
答
え
る
人
が
大
半
な
の

で
、
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
の
名
を
も
っ
と

メ
ジ
ャ
ー
に
し
て
、
一
般
の
人
に

全
国
規
模
で
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。
全
国
に
知
っ
て
も
ら
う
に

は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
と
労
力
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
が
、
難
し
い
こ

と
だ
か
ら
こ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
が

い
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

木
材
産
業
が
衰
退
す
れ
ば
、
地

元
の
山
は
荒
廃
し
て
し
ま
い
ま

す
。
身
近
に
あ
る
木
が
、
ど
こ
か

ら
伐
り
出
さ
れ
た
の
か
等
、
木
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
地
域
の
山
（
森
林
）
を
守
っ

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
海
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
紀

北
町
で
す
が
、
山
に
も
目
を
向
け

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

  　

物
静
か
で
、
ど
ん
な
質
問
に
も

快
く
答
え
て
く
れ
る
紳
士
な
植
村

さ
ん
で
す
が
、
会
話
の
端
々
か
ら
、

胸
の
奥
の
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
に
対
す
る

愛
情
が
、
炎
の
よ
う
に
見
え
ま
し

た
！

　

こ
れ
か
ら
も
紀
北
の
山
と
木
材

産
業
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
「
元

気
人
」
で
す
。
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い
た
い

で
す
。
全
国
に
知
っ
て
も
ら
う
に

は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
と
労
力
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
が
、
難
し
い
こ

と
だ
か
ら
こ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
が

い
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

木
材
産
業
が
衰
退
す
れ
ば
、
地

元
の
山
は
荒
廃
し
て
し
ま
い
ま

す
。
身
近
に
あ
る
木
が
、
ど
こ
か

ら
伐
り
出
さ
れ
た
の
か
等
、
木
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
地
域
の
山
（
森
林
）
を
守
っ

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
海
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
紀

北
町
で
す
が
、
山
に
も
目
を
向
け

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

  　

物
静
か
で
、
ど
ん
な
質
問
に
も

快
く
答
え
て
く
れ
る
紳
士
な
植
村

さ
ん
で
す
が
、
会
話
の
端
々
か
ら
、

胸
の
奥
の
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
に
対
す
る

愛
情
が
、
炎
の
よ
う
に
見
え
ま
し

た
！

　

こ
れ
か
ら
も
紀
北
の
山
と
木
材

産
業
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
「
元

気
人
」
で
す
。

　　　
　

きき

うえむらかずひで
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秋
の
日
、
ツ
ヅ
ラ
ト
峠
道
を
お

友
達
や
ご
家
族
と
一
緒
に
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
３
日
（
土
）

   　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
（
小
雨
決
行
）

場
所　

ツ
ヅ
ラ
ト
峠
花
広
場

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

（
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
）

○
赤
羽
小
学
校
児
童

　
　
　
　
　
　
（
和
太
鼓
の
演
奏
）

○
志
子
小
学
校
児
童

　
　
　
（
竹
琴
他
の
合
奏
、
合
唱
）

○
赤
羽
中
学
校
生
徒

　
　
　
　
　
　
（
篠
笛
・
神
楽
舞
）

◎
来
場
者
の
方
に
あ
た
た
か
〜
い
あ

お
さ
汁
と
、
つ
き
た
て
き
な
こ
も
ち

の
お
も
て
な
し
が
あ
り
ま
す
！

◎
さ
ら
に
先
着
３
０
０
名
様
に
お
楽

し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
企
画
課
企
画
係　

℡（
32
）
３
９
０
３

日
時　

12
月
18
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

場
所　

海
山
公
民
館

料
金　

一
般
・
子
ど
も

　
　
　
（
４
歳
以
上
）
５
０
０
円

※

４
歳
未
満
は
保
護
者
の
ひ
ざ
の

上
に
限
り
無
料
で
す
。
座
席
を
ご

利
用
の
場
合
は
、
チ
ケ
ッ
ト
を
購

入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
事

業
は
自
主
文
化
事
業
の
た
め
、
特

別
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

海
山
公
民
館
・
引
本
公
民
館
・
島

勝
公
民
館
・
海
山
郷
土
資
料
館
・

東
長
島
公
民
館
・
三
浦
公
民
館
・

多
目
的
会
館
・
若
者
セ
ン
タ
ー
・

教
育
委
員
会
（
本
庁
・
紀
伊
長
島

総
合
支
所
教
育
室
）

※

好
評
発
売
中

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

と
な
り
の
ト
ト
ロ

ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー

デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー　

な
ど

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課　

℡（
32
）
３
９
１
５

日
時　

平
成
24
年
１
月
８
日（
日
）

　
　
　

・
受
付　

午
前
10
時
〜　

　
　
　

・
開
式　

午
前
10
時
30
分

場
所　

海
山
公
民
館
（
海
山
区
）

対
象
者

　

平
成
３
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
、
ま
た

は
、
平
成
18
年
度
に
町
内

中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

※

住
民
票
が
町
外
に
あ
り
、
紀
北

町
で
の
成
人
式
を
望
ま
れ
る
方
と

家
族
の
方
は
12
月
９
日
（
金
）
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

町
内
に
住
民
票
が
あ
る

方
、
ま
た
は
平
成
18
年

度
に
町
内
中
学
校
を
卒

業
さ
れ
た
方
に
は
届
け

出
が
な
く
て
も
案
内
状

を
お
送
り
し
ま
す
。

　

秋
の
日
、
ツ
ヅ
ラ
ト
峠
道
を
お

友
達
や
ご
家
族
と
一
緒
に
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

12
月
３
日
（
土
）

   　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
（
小
雨
決
行
）

場
所　

ツ
ヅ
ラ
ト
峠
花
広
場

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

（
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
）

○
赤
羽
小
学
校
児
童

　
　
　
　
　
　
（
和
太
鼓
の
演
奏
）

○
志
子
小
学
校
児
童

　
　
　
（
竹
琴
他
の
合
奏
、
合
唱
）

○
赤
羽
中
学
校
生
徒

　
　
　
　
　
　
（
篠
笛
・
神
楽
舞
）

◎
来
場
者
の
方
に
あ
た
た
か
〜
い
あ

お
さ
汁
と
、
つ
き
た
て
き
な
こ
も
ち

の
お
も
て
な
し
が
あ
り
ま
す
！

◎
さ
ら
に
先
着
３
０
０
名
様
に
お
楽

し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
企
画
課
企
画
係　

℡（
32
）
３
９
０
３

日
時　

12
月
18
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

場
所　

海
山
公
民
館

料
金　

一
般
・
子
ど
も

　
　
　
（
４
歳
以
上
）
５
０
０
円

※

４
歳
未
満
は
保
護
者
の
ひ
ざ
の

上
に
限
り
無
料
で
す
。
座
席
を
ご

利
用
の
場
合
は
、
チ
ケ
ッ
ト
を
購

入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
事

業
は
自
主
文
化
事
業
の
た
め
、
特

別
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

海
山
公
民
館
・
引
本
公
民
館
・
島

勝
公
民
館
・
海
山
郷
土
資
料
館
・

東
長
島
公
民
館
・
三
浦
公
民
館
・

多
目
的
会
館
・
若
者
セ
ン
タ
ー
・

教
育
委
員
会
（
本
庁
・
紀
伊
長
島

総
合
支
所
教
育
室
）

※

好
評
発
売
中

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

と
な
り
の
ト
ト
ロ

ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー

デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー　

な
ど

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課　

℡（
32
）
３
９
１
５

日
時　

平
成
24
年
１
月
８
日（
日
）

　
　
　

・
受
付　

午
前
10
時
〜　

　
　
　

・
開
式　

午
前
10
時
30
分

場
所　

海
山
公
民
館
（
海
山
区
）

対
象
者

　

平
成
３
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
、
ま
た

は
、
平
成
18
年
度
に
町
内

中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

※

住
民
票
が
町
外
に
あ
り
、
紀
北

町
で
の
成
人
式
を
望
ま
れ
る
方
と

家
族
の
方
は
12
月
９
日
（
金
）
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

町
内
に
住
民
票
が
あ
る

方
、
ま
た
は
平
成
18
年

度
に
町
内
中
学
校
を
卒

業
さ
れ
た
方
に
は
届
け

出
が
な
く
て
も
案
内
状

を
お
送
り
し
ま
す
。

ツ
ヅ
ラ
ト
峠

モ
ミ
ジ
ま
つ
り

ツ
ヅ
ラ
ト
峠

モ
ミ
ジ
ま
つ
り

ツ
ヅ
ラ
ト
峠

モ
ミ
ジ
ま
つ
り

紀
北
町
成
人
式
の
ご
案
内

紀
北
町
成
人
式
の
ご
案
内

紀
北
町
成
人
式
の
ご
案
内

紀
北
町
消
防
出
初
式
の
ご
案
内

紀
北
町
消
防
出
初
式
の
ご
案
内

紀
北
町
消
防
出
初
式
の
ご
案
内

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

音
楽
の
お
く
り
も
の

　
　
　
　

〜
ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
〜

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

音
楽
の
お
く
り
も
の

　
　
　
　

〜
ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
〜

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

音
楽
の
お
く
り
も
の

　
　
　
　

〜
ク
ァ
ル
テ
ッ
ト
〜

　

平
成
24
年
紀
北
町
消
防
出
初
式
を
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

平
成
24
年
１
月
４
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

場
所　

多
目
的
広
場
（
海
山
区
）※

雨
天
時
は
海
山
公
民
館

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
雨
天
中
止
）

　

消
防
団
員
に
よ
る
放
水
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

問
い
合
わ
せ　

本
庁
危
機
管
理
課
防
災
対
策
係　

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
防
災
対
策
係

℡（
47
）
１
１
１
１

　

平
成
24
年
紀
北
町
消
防
出
初
式
を
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

平
成
24
年
１
月
４
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

場
所　

多
目
的
広
場
（
海
山
区
）※

雨
天
時
は
海
山
公
民
館

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
雨
天
中
止
）

　

消
防
団
員
に
よ
る
放
水
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

問
い
合
わ
せ　

本
庁
危
機
管
理
課
防
災
対
策
係　

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
防
災
対
策
係

℡（
47
）
１
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　
　
　

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課　

℡（
32
）
３
９
１
５

まちの情報

出演　アンサンブル・ディヴェルターズ出演　アンサンブル・ディヴェルターズ
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
等
へ
の

ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
等
へ
の

ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
等
へ
の

ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

●
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い

　

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

　
　
「
特
別
徴
収
」
で
納
税
を

●
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い

　

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

　
　
「
特
別
徴
収
」
で
納
税
を

●
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い

　

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

　
　
「
特
別
徴
収
」
で
納
税
を

冷
蔵
倉
庫
（
非
木
造
）
に
対
す
る

　
　
　

固
定
資
産
税
の
お
し
ら
せ

冷
蔵
倉
庫
（
非
木
造
）
に
対
す
る

　
　
　

固
定
資
産
税
の
お
し
ら
せ

冷
蔵
倉
庫
（
非
木
造
）
に
対
す
る

　
　
　

固
定
資
産
税
の
お
し
ら
せ

※

12
月
31
日
（
土
）
か
ら
１

月
３
日
（
火
）
ま
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
・
不
燃
物
処
理

場
は
、
休
み
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
　

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
47
）
２
８
８
０

海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
36
）
１
３
１
３

紀
伊
長
島
不
燃
物
処
理
場

℡（
47
）
４
７
３
１

海
山
不
燃
物
処
理
場　

℡（
32
）
２
２
７
４

※

12
月
31
日
（
土
）
か
ら
１

月
３
日
（
火
）
ま
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
・
不
燃
物
処
理

場
は
、
休
み
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
　

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
47
）
２
８
８
０

海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
36
）
１
３
１
３

紀
伊
長
島
不
燃
物
処
理
場

℡（
47
）
４
７
３
１

海
山
不
燃
物
処
理
場　

℡（
32
）
２
２
７
４

　

給
与
所
得
者
（
従
業
員
）
の
個
人
住
民
税
は
、
法
令
に
よ

り
事
業
主
の
方
が
、
従
業
員
の
給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
給
与

天
引
き
）
し
て
、
事
業
主
が
従
業
員
に
代
わ
っ
て
住
所
地
の

市
町
に
納
税
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
所
得
税
は
源
泉
徴
収
し
て
い
る
け
れ
ど
、
個
人
住
民
税
は

特
別
徴
収
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
原
則
と
し
て
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
す
べ
て
の

従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
な
お
、
個
人
住
民
税
の
税
額
の
計
算
は
市
町
で
行
い
ま
す

の
で
、
所
得
税
の
よ
う
に
税
額
の
計
算
や
年
末
調
整
を
す
る

手
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

◆
従
業
員
の
皆
様
の
メ
リ
ッ
ト

・
納
税
の
手
間
が
省
け
ま
す
。

・
普
通
徴
収
が
原
則
４
回
払
い
な
の
に
対
し
て
、
12
回
払
い

と
な
る
の
で
、
１
回
あ
た
り
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　

三
重
県
と
県
内
全
市
町
で
は
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の

徹
底
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
（
給

与
天
引
き
）
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
特
別
徴
収
へ
の
切

り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
新
し
く
特
別
徴
収
を
さ
れ
る
場
合

　

総
括
表
に
「
特
別
徴
収
を
希
望
」
と
記
載
す
る
か
、
本
庁

税
務
課
課
税
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
非
木
造
の
冷
蔵
倉
庫
（
保
管
温
度
が
摂

氏
10
℃
以
下
に
保
た
れ
る
倉
庫
）の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

評
価
額
の
計
算
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
非
木
造
の
冷
蔵
倉
庫
（
保
管
温
度
が
摂
氏

10
℃
以
下
に
保
た
れ
る
倉
庫
）」に
つ
い
て
は「
一
般
の
倉
庫
」

と
同
じ
取
り
扱
い
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度
か

ら
は
「
一
般
の
倉
庫
」
に
比
べ
て
家
屋
の
評
価
額
が
早
く
減

少
す
る
経
年
減
点
補
正
率
基
準
表
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
冷
蔵
倉
庫
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
、
12
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
対
象
と
な
る
冷
蔵
倉
庫
の
要
件
】

①
家
屋
の
構
造
が
非
木
造
（
木
造
以
外
）
で
あ
る
こ
と

②
主
な
用
途
が
倉
庫
で
あ
り
、
倉
庫
の
保
管
温
度
が
常
に
摂

氏
10
℃
以
下
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と

③
１
棟
の
建
物
内
に
一
般
用
倉
庫
、
工
場
な
ど
冷
蔵
倉
庫
用

以
外
で
使
用
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
場
合
、
冷
蔵
倉
庫
部
分

が
50
％
以
上
あ
る
こ
と

④
倉
庫
自
体
に
冷
蔵
機
能
が
あ
る
も
の
（
建
物
の
中
な
ど
の

業
務
用
冷
蔵
庫
や
プ
レ
ハ
ブ
式
冷
蔵
庫
を
除
く
）

※

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
で
も
、
す
で
に
耐

用
年
数
を
経
過
し
て
い
る
も
の
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

通常／月・木曜日

収集地区

（西長島・三野瀬・中里・

船津・便ノ山・小山浦・

相賀など）相賀など）

12月 26日（月）

12月 29日（木）

通常／火・金曜日

収集地区

（東長島・赤羽・馬瀬・

河内・上里・引本浦・

矢口浦・白浦・島勝浦など）

12月 27日（火）

12月 30日（金）

１月５日（木） １月６日（金）

　持ち込み　　12月 29日（木）は午後 4時 30分まで、12月 30日（金）は正午までとなります。

問
い
合
わ
せ

　

本
庁
税
務
課
課
税
係　

℡（
32
）
３
９
０
８

問
い
合
わ
せ

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係　

℡（
32
）
３
９
０
８

紀北町ごみ減量キャラクター
ごみまる

紀北町ごみ減量キャラクター
ごみまる
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今月のおすすめコースは ・ ・ ・
　紀伊長島区の江の浦周回コース（３．６kｍ）です。船が出入りする長島港の風景や、江
の浦橋を渡り、潮の匂いを楽しみながら、港の町並みをウォーキングしてはいかがでしょ
うか。

集合場所

問い合わせ

紀伊長島総合支所駐車場

教育委員会本庁生涯学習課 ℡32-3915  
本庁福祉保健課地域保健係 ℡32-3912　　　

※同時にウォーキング教室も行います。ぜひ、参加してください。

開催日時 12 月 18 日（日）午前 10 時～　※雨天中止　

ウォーキングの効果　No.6
ストレス解消に役立つ
　適度な運動はストレスを解消するのに役立ちます。血液の循環がよくなり脳が刺激さ
れ自律神経のバランスが良くなると言われています。特にウォーキングは周りの景色を
楽しみながら行うことができ、一段とストレス解消に役立ちます。

　七転八起の人生。誰にも等しくいろんな顔で訪れる老い。持
てる体力の衰えを少しでも穏やかにとウォーキングに取り組ん
でいる。古里・道瀬・豊浦・高塚公園展望台で折り返す。紀伊
の松島の絶景は、心身リフレッシュの一刻となる。森と海のアッ
プダウンコースは全身に負荷をかけ有酸素運動に最適である。
　貯筋教室での学びとともに公助に感謝！「健康ウォーキング
の日」の共助をお願いして…。
Nice to meet you. See you again.

日頃ウォーキングを実践されている方の体験談です。
題名「Let’s  Walking!」　紀伊長島区古里　垣内　美榮子 　さん

紀北町スポーツ少年団紹介
～小富士ファイターズ～

練習日 水曜日（午後2時 30分～4時 30分）
　　　　土・日曜日（午前９時～正午）
場　所 西小学校グラウンド
会　費 なし（保険料別途必要）
代表者 脇　秀樹（℡47-2603）

対　象
練習日 水曜日（午後2時 30分～4時 30分）
　　　　土・日曜日（午前９時～正午）
場　所 西小学校グラウンド
会　費 なし（保険料別途必要）
代表者 脇　秀樹（℡47-2603）

対対 象象対対 象象

　小富士ファイターズは全員とても仲
良く、笑顔の絶えないチームです。ソ
フトボール大好きなみんなが一生懸命
練習に励んでいます。一緒にやってみ
ませんか？見学だけでも大歓迎！！

東小学校　松本　舜

　練習はきびしいけれどみんなわ
いわい楽しくやっているのでぜひ
入ってください。

三浦小学校　東　海斗

練習に励ん
ませんか？

　練習
いわい
入って

　
て
で
の
プ
　
の
N

題

広報きほく2011年12月号

三浦小学校　東　海斗



広報きほく2011年12月号17

町民センター図書室から
「日本人なら知っておきた
い日本文学」
　　　　/蛇蔵＆海野凪子

「バカウケなぞなぞ大全集」
　　　　　　　　/夢現舎

「ポケットぽん」/間所ひさこ
「お星さまさがし」/天野喜考
「ノンタンがんばるもん」/キヨノサチコ 
「クリスマスのおかいもの」
                  　　　　　 　　 /たしろちさと
「ドクター・サンタの住宅研究所」
                    　　　　                 /稲葉なおと
「サンタのいちねんトナカイのいちねん」
　　　　　　　　　　　　/きしらまゆこ
「お願い！フェアリー　ダメ小学生、恋を
する。」/みずのまい
「モティマー　クリスマスのおひっこし」
　　　　　　　　　/カーマ・ウィルソン
「レインボーマジック クリスマス星の妖精
ステラ」/デイジー・メドウズ

※借りた本は必ず返してください。
☆あかちゃんの時からお母さんの膝で
絵本を！

児童図書館から

新刊案内「図書名」/著者名

「ハードラック」
　　　　　　　/薬丸岳

多目的会館図書室から

図書館だより図書館だより図書館だより （12月の新刊案内）

「ジェノサイド」/高野和明
「老親の介護で力尽きるまえに」
                                                          /門野晴子
「ダーリンは外国人2」/小栗左多里
「毎日かあさん（2～6巻）」/西原理恵子
「ももこのまんねん日記2011」
                                                 /さくらももこ
「寂聴巡礼」/瀬戸内寂聴
「峠うどん物語（上・下）」/重松清
「ＮＨＫ『きょうの料理ビギナーズ』ハン
ドブック　フライパン1つで100レシピ」                                                                                                  
　　　　　　　　　　　　　/高木ハツ江
「続・体脂肪計タニタの社員食堂　もっと
おいしい500kcalのまんぷく定食」 
　　　　　　　　　　　　　　   /タニタ
「マスカレード・ホテル」/東野圭吾
「舟を編む」/三浦しをん
「五輪書　原本現代訳」
                    /宮本武蔵原著　大河内昭爾訳
「慈雨の音」/宮本輝
「ベイビーサインで赤ちゃんと話そう！」
                                                     /ロング朋子
「新釈・からだ事典」/渡辺淳一
 
引き続き除籍本を配布しています。
早いもので平成23年も残り１ヵ月となり
ました。今年もたくさん図書室をご利用
いただきありがとうございました。皆様
よいお年をお迎えください。  
　　　　　　（町民センター図書室一同）

【一般図書】
「逆事」/河野多恵子
「仇討ちの客」/澤田ふじ子
「平成猿蟹合戦図」/吉田修一
「生きていく救われていく」/石上智康
「春から夏、やがて冬」/歌野晶午
「マザーズ」/金原ひとみ
「くちぬい」/坂東眞砂子
「ドS刑事」/七尾与史
「干し野菜をはじめよう」/廣田有希
【児童図書】
「子ねこのほほえむ時」/都築奈央
「すいはんきのあきやすみ」
                     　　　　　       /村上しいこ
「おどるカツオブシ」/森絵都

※延滞されている方は、至急返却お願
いします。

新刊案内「図書名」/著者名 新刊案内「図書名」/著者名

対象：幼児　絵本の読みきかせ、紙芝居をします。

※児童図書館で絵本と紙芝居を読みます。お気軽にお越しください。

「おはなし会」（多目的会館図書室）12月 10 日（土）14：00 ～

「よみきかせの会」（児童図書館） 12月 10 日（土）11：10 ～

募　集　棟

あけぼの団地 C 棟
（相賀）

引本団地
（引本浦）

3DK（和２・洋１・台所・　
　　   浴室・洗面・トイレ）

2DK（和２・台所・ 浴室・
            洗面・トイレ）

 15,300 円
　　～ 22,800 円

 14,100 円
　　～ 21,100 円

間　取　り 家賃（月額）

245 号
（4階）

引- 4 号
（1階）

入
居
指
定
日　

平
成
24
年
１
月
27
日
（
金
）

予
定

応
募
基
準

①（
平
成
23
年
11
月
30
日
時
点
で
）
紀
北
町

内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方

②
同
居
し
て
い
る
家
族
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

※

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
の
生
ま
れ
の

方
ま
た
は
身
体
障
害
者
そ
の
他
の
特
に
居

住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る
方
は
単
身

入
居
可
能

③
基
準
収
入
月
額　

15
万
８
千
円
以
下

※

基
準
収
入
月
額
と
は
、
入
居
者
及
び
同

居
者
の
過
去
１
年
間
の
所
得
か
ら
対
象
と

な
る
控
除
額
を
差
し
引
き
、
12
で
除
し
た

額
を
い
い
ま
す
。

④
町
（
市
・
村
）
税
・
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）・
水
道
料
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

及
び
持
家
が
な
い
方

⑤
入
居
申
込
者（
同
居
者
含
む
）が
暴
力
団

員
で
あ
る
と
き
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　

12
月
１
日（
木
）〜
14
日（
水
）

　
〔
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
は
除
く
〕

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

本
庁
建
設
課
管
理
係

　

℡（
32
）３
９
１
０　

　

紀
伊
長
島
総
合
支
所
産
業
建
設
室

　

℡（
47
）１
１
１
１

町
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

※

収
入
に
よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま
す
。

※

申
し
込
み
数
が
多
い
と
き
は
、
選
考
に
な
り
ま
す
。



長　

島　

岡
野　

公
昭

長　

島　

東　
　
　

裕　

長　

島　

中
川　

昭
洋　

長　

島　

谷
口　

絹
子　

矢
口
浦　

仲
村　

正
信　

島
勝
浦　

関
下　

正
志　

引
本
浦　

長
谷
部
夏
彦　

相　

賀　

畑
内　

義
規

引
本
浦　

坂　

真
一
郎　

【平成23年10月1日～31日受付分】
お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります

十
万
円

一
万
円

三
万
円

三
万
円

二
万
円

三
万
円

一
万
円

三
万
円

二
万
円

（
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

善
意
を
あ
り
が
と
う

戸籍の窓

住　所　   子の名前　  保護者

長　島　  東　　　蓮　　伸

東長島　  石倉　徳真　　一徳

東長島　  植田　琴音　　勇也

東長島　  鈴木　虹斗　　勝久

東長島　  山口いぶき　　英希

島　原　  曽我　海希　　義英

住　所　   氏　　名　　 （年齢）

長　島　  成川より子     （76歳）

長　島　  東　かづゑ     （95歳）

東長島　  東　　しけ     （98歳）

長　島　  岡野　　昇     （84歳）

東長島　  山本美智子     （76歳）

東長島　  喜多三保子     （75歳）

島　原　  橋倉　照子     （86歳）

長　島　  脇　とし子     （76歳）

長　島　  東　　は　     （101歳）

長　島　  中川　は志     （94歳）

三　浦　  中野　幸郎     （76歳）

長　島　  脇　あさ子     （86歳）

長　島　  谷口　純子     （36歳）

大　原　  谷　はまへ     （94歳）

道　瀬　  小川　久一     （75歳）

長　島　  宮原　宏通     （67歳）

長　島　  山口　　茂     （82歳）

島勝浦　  山下美代子     （78歳）

引本浦　  奥村美津代     （85歳）

引本浦　  坂　　春次     （69歳）

相　賀　  畑内　豊子     （82歳）

相　賀　  柴田ヱイ子     （91歳）

引本浦　  中井　靖夫     （87歳）

相　賀　  家崎　もん     （90歳）

相　賀　  栗山　英子     （97歳）

矢口浦　  家﨑　歌子     （88歳）

上　里　  長瀬　延博     （64歳）

島勝浦　  中村幸兵衞     （84歳）
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消防・警察だより
救急休日在宅当番表

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ

1２月の免許更新日（１３日・２７日）
受 付 時 間   9 時 ～14時 /優良・一般   15時 ～16時
※問い合わせは尾鷲警察署交通課免許係（TEL  25-0110)までお電話ください。

（10 月末現在）

交通事故発生状況（１０ 月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

火 

災

１，５８８(＋８０)１，０６３(＋１１５)

２２２(－７)

１０５(－１１) ２４４(－１３)１７６(－１１)

３２０(－１５) １８(ー８) ５６(＋７) ２４(－７)

その他

３９２(＋１４) ２６３(＋２２) ３１(ー２) ５４(－２) ４４(－４)

２(＋１) １(＋１) ０(±０） ６(＋２）

総件数 急　病 交通事故 一般負傷

１(＋１）

海 山 区 ６(＋４) ０(－１) １(＋１) １(＋１) ０(±０) ０(±０） ４(＋３）

船　舶 航空機 その他
紀伊長島区 ４(－１) ３(－１) ０(±０) ０(－１) ０(±０) ０(±０）

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内２２(＋１１) １２(＋６) １(＋１)
 

救 

急

※組合管内は、三
　重紀北消防組合
　管内の件数

(　)は前年比

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

三 重 県 内 ５１，５５１
（－１２０）

８，６６４
（－５８４）

７０
（－２８）

１１，５５３
（－７０１）

４２，８８７
（＋４６４）

尾鷲署管内 ７４３（－１１）１３２（－１１） ２（±０） １７７（－３１） ６１１（±０）

紀 北 町 ３５４（－１５）５８（－１０） １（＋１） ８９（－１７） ２９６（－５）

交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。

月日 尾　　鷲

きば内科クリニック

南輪内診療所

海山レディースクリニック
島 勝 診 療 所
第 一 病 院
垣内胃腸科内科医院
尾 辻 医 院

12/4
12/11
12/18
12/23
12/25

曜日

日
日
日
金
日

電　　話 紀　　北 電　　話

（救急医療情報システム TEL 22-1199）

33 - 0888
39 - 0009
36 - 1111
47 - 4800
47 - 0890

22 - 3535

27 - 3399
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11/13

11/６

10/30

少年の主張

　11 月 13 日、東長島公民館で少年の主張紀北地区大会
が開催されました。
　地域優秀作品に選ばれた紀北地区の中学生 6 名の作品
発表と表彰が行われ、発表では、平和学習で感じたこと
や、部活での思い出、家族の絆など熱い思いを来場者に
伝えていました。
　他にも、文化活動表彰を受けた紀北中学校生徒による
「エイサー」の演技も行われ、歓声に包まれました。

尾鷲ヒノキで学び、遊ぼう

　10 月 30 日、キャンプ inn 海山で尾鷲ヒノキで学び、
遊ぼうが開催されました。
　森林や環境について関心を持ってもらおうと県主催
で行われ、県職員から「森林は間伐しないと下草が生え
ず保水能力が低くなる」などの説明を受けた後、間伐体
験をしました。　　　　　　　　　　
　他にもツリーイング（木登り）や木工教室も行われ、参
加者はいろいろな形で木に触れ、親しみました。

権兵衛の里走ろう大会

　11 月 6 日、便ノ山地区で権兵衛の里走ろう大会が開
催されました。
　今大会には、町内外から過去最多の 462 人が参加し
ました。
 　1.5 ～ 10 ㎞までのコースがあり、男女別や年齢別、
マラソンやジョギングなど各部門に分かれ、申告タイ
ムと実測タイムの近さで競う競技もあり、参加者は楽
しみながら競技に汗を流していました。

11/1
～ 6 紀北町民文化展

　11 月 1 日～ 6 日、東長島公民館と海山公民館で紀北
町民文化展が開催されました。
　文化協会の会員だけでなく一般の方も出展し、力作
が並べられました。
　展示された作品は、絵画、俳句、押し絵、書、写真、
生け花などの作品で、会場を訪れた人達は、「こんな凄
いの作れるんやな」などと話しながら作品を鑑賞し、
芸術の秋を満喫しました。
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　母子手帳は妊娠中の経過や出産、
お子さんの成長発達を記録する大
切な手帳です。妊娠がわかったら
早めに母子手帳の交付を受けてく
ださい。
＜交付場所＞老人福祉センター
　　　　　　保健センター

　身長や体重を測ったり、発育・
発達や子育てに関して保健師や栄
養士が相談に応じます。子育てな
どでお悩みの方、一人で悩まずぜ
ひご相談ください。
＜老人福祉センター＞
＜保健センター＞

　親子で一緒に遊んだり、お母さ
ん同士育児の不安や悩みを話し
合ったり情報交換をしたりしてい
ます。
＜老人福祉センター＞
たんぽぽ　　火曜日　
＜保健センター＞
プチキッズ　水曜日

母子手帳の交付 赤ちゃん相談 おやこサークル

　生後 4ヵ月までの赤ちゃんがい
るすべての家庭を訪問し、育児へ
の様々な不安や悩みを聞いたり、
子育て支援に関する情報提供を行
います。対象者には事前に電話で
連絡をさせていただきます。

　お子さんの病気や異常の早期発
見、発育や発達に合わせた指導を
行います。医療機関で個別に受け
る「4ヵ月健診」、「10ヵ月健診」
集団で受ける「1歳半健診」、「3歳
半健診」、｢2 歳児歯科健診｣があり
ます。

　離乳食の進め方や作り方、与え
方について実際に作っていただき、
試食を交えて栄養士がお話をしま
す。
＜対象＞乳児をもつ保護者

乳幼児健診 離乳食教室

　年齢が小さいお子さんにとって
おやつは成長に欠かせないもので
す。手作りのおやつは素材の選択
から砂糖の量までコントロールで
きるので安心です。教室ではお子
さんと一緒におやつを作っていた
だきます。
＜対象＞幼児とその保護者

　けがをしたり、急病になった時に救急車を呼ぶほどでもないけど、医療機関にかかりたいとき、「三重県救急医療情報
センター」（医療ネットみえ）で診療できる医療機関を案内しています。
　電話案内は、これまで紀北消防本部で受け付けていましたが、業務の集約化に伴い、10月 1日から三重県救急医療情
報センターで受け付けます（電話番号はこれまでどおりです）。また、インターネットでも検索できるようになりました。

　虫歯を予防することを目的に、
歯の健康づくりの話やブラッシン
グ指導、食生活について歯科衛生
士や栄養士などのスタッフがお話
しします。
＜対象＞乳幼児とその保護者

歯っぴ～教室
赤ちゃん相談や離乳食教室

などの日程は毎月の広報で

お知らせします。 お気軽に

お越しくださいね。

  おしらせ  おしらせ  おしらせ 救急医療情報システム（医療ネットみえ）について救急医療情報システム（医療ネットみえ）について救急医療情報システム（医療ネットみえ）について

【問い合わせ】 三重県救急医療情報センター　　℡２２－１１９９
医療ネットみえホームページ　　http://www.qq.pref.mie.jp/

こんにちは赤ちゃん訪問

手軽で簡単！

手作りおやつ教室

紀北町の母子保健事業を紹介します！紀北町の母子保健事業を紹介します！紀北町の母子保健事業を紹介します！
　　町では、お母さんとお子さんの健康を守り、お母さんが一人で悩まず安心して育児ができるよう、

妊娠・子育てに関する様々な事業を行っています。今回は、その主な事業についてご紹介します。
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お知らせお知らせお知らせ

こころの健康相談

12 月 26 日（月）保健センター
10：00 ～ 11：30
こころの健康に関する悩みや精神的な病気に
関する悩みを持つ方、ご家族の方
12/ 22（木）までに老人福祉センターへお申し
込みください。（℡32-3912）

【 時 間 】
【対 象 者】

【申 し 込 み】

3 歳 6 ヵ月児健康診査

12 月 8日（木）東長島公民館

H20.4.5 ～ H20.6.8 生まれのお子さん
9：00 ～ 9：45【 時 間 】

【対 象 者】

【問い合わせ】

対象者には、通知書を郵送します。忘れずに
受診してください。
　　　　　老人福祉センター（℡32-3912）

★

赤ちゃん相談＆おやこ広場

12 月 12 日 ( 月 ) 老人福祉センター
12月 21 日 ( 水 ) 保健センター

10：00 ～ 11：30
母子健康手帳

【 時 間 】
【持 ち 物】

感染症情報（10 月 24 日～ 11 月 13 日分）
紀北地区の感染症の動向をお知らせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。

手
足
口
病

Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス

感
染
症

10/24 ～ 10/30

10/31 ～ 11/6

11/7 ～ 11/13

感
染
性

胃
腸
炎

イ
ン
フ

ル
エ
ン

ザヘ
ル
バ

ン
ギ
ー

ナ（人）
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

個別健康相談 (糖尿病 ・高血圧 ・脂質異常症 )

12 月 14 日（水）保健センター
13：30 ～ 15：00
糖尿病や高血圧などの生活習慣病で注意
が必要といわれている方、治療中の方等
12 / 9（金）までに老人福祉センターへお申
し込みください。（℡32-3912）

【 時 間 】
【対 象 者】

【申し込み】

　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター・・・・・

　便ノ山多目的集会施設・・・・・
　木 津 集 会 所・・・・・

　船 津 集 会 所・・・・・
　新田多目的集会施設・・・・・
　東 長 島 公 民 館・・・・・
　
　馬瀬多目的集会施設・・・・・
　河 内 区 民 会 館・・・・・
　下 地 公 民 館・・・・・
　志 子 奥 集 会 所・・・・・
　保 健 セ ン タ ー・・・・・

　小 山 浦 集 会 所・・・・・
　引 本 公 民 館・・・・・

　赤 羽 出 張 所・・・・・
　大 原 公 民 館・・・・・
　此 ヶ 野 公 民 館・・・・・

　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター・・・・・
　
　便ノ山多目的集会施設・・・・・
　木 津 集 会 所・・・・・
　東 長 島 公 民 館・・・・・

  9： 3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0： 5 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 3 0
1 0： 4 5 ～ 1 1： 1 5
1 0： 0 0 ～ 1 1： 0 0
  
  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5
  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5
1 0： 0 0 ～ 1 1： 0 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5
1 1： 0 0 ～ 1 1： 3 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0： 5 5
 
 9 ： 3 0 ～ 1 0 ： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0 ： 4 5
1 0： 0 0 ～ 1 1 ： 0 0

一般健康相談（血圧 ・ 尿検査等）
12 月１日　（木）

12月２日　（金）

12月７日　（水）

12月14 日（水）

12 月16 日（金）

12 月21日（水）

１ 月５日（木）

１ 月６日（金）

東      

希
美
ち
ゃ
ん

廣
下  

栞
大
く
ん

岩
見  

百
花
ち
ゃ
ん

南      

春
花
ち
ゃ
ん

入
江　

  

潤
く
ん

入
江　

  

諒
く
ん

押
川  

日
南
ち
ゃ
ん

濵
口  

り
こ
ち
ゃ
ん

盛
田  

鉄
将
く
ん

村
川  

莉
子
ち
ゃ
ん

石
倉  

楓
時
く
ん

中
村  

竜
綺
く
ん

谷
口  

み
こ
ち
ゃ
ん

上
村  

真
央
ち
ゃ
ん

10 月に実施した 3 歳 6 ヵ月児健診で
むし歯がなかったお子さんを紹介します。

☆受診人数：20 人
☆むし歯がなかったお子さん：14 人（70％）

21

皆様のご協力をお願いします。★

400ml 献血のお願い

12 月 5日（月）

12 月16日（金）

老人福祉センター

赤羽出張所

紀伊長島体育館 東長島公民館

出垣内水源地

・17 歳（女性は 18 歳）～ 69 歳の方
　（65 歳以上の方は 60 ～ 64歳の間に献血経験がある方）
・体重が男女とも 50kg 以上の方

10：30 ～ 13：00 ／ 14：00 ～ 16：30

10：00 ～ 11：00

14：00 ～ 15：00 15：30 ～ 16：30

11：30 ～ 12：30

離乳食教室

12 月 6日（火）東長島公民館
13：30 ～ 15：30
栄養士による講義と調理実習
乳児を持つ母親（子どもさん同伴可）

【 時 間 】
【 内 容 】
【対 象 者】
参加希望の方は 12 月 5 日（月）までに老人福祉セ
ンターまでご連絡ください。
（℡32-3912）

★

プチ・キッズ
12 /  7、14（水曜日）
保健センター（℡47-4750）
時間は 10：00 ～ 11：30 です

【 日 程 】
【 場 所 】

おやこサークル

たんぽぽ
12 /  6、13、20、27（※毎週火曜日）
老人福祉センターにお問い合わせください。
（℡32-3912）
時間は 10：00 ～ 11：30 です

【 日 程 】
【 場 所 】

献血にご協力いただける方
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1212
実
施
期
間　

12
月
11
日
（
日
）
〜
20
日
（
火
）

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
い
合
わ
せ

本
庁
危
機
管
理
課
防
犯
・
交
通
安

全
対
策
係　

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
防
災

対
策
係　

  

℡（
47
）
１
１
１
１

　

魅
力
と
活
気
あ
る
街
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
る
長
島
駅

前
玉
地
区
活
性
化
委
員
会
で
は
、

全
国
に
誇
る
地
元
木
材
「
尾
鷲
ヒ

ノ
キ
」
を
使
っ
た
チ
ェ
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
シ
ョ
ー
（
午
前
・
午
後
の

２
部
構
成
）
を
企
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
後
日
オ
ブ
ジ
ェ
（
チ
ェ
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
の
作
品
）
を
街
中
に

展
示
し
ま
す
。

　

大
迫
力
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

シ
ョ
ー
と
熊
野
古
道
や
紀
北
町
を

テ
ー
マ
に
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
数
々

を
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
午
前
10
時
30
分
よ
り
『
ち

び
っ
子
丸
太
切
り
大
会
』
も
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
４
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

玉
児
童
公
園
内
（
紀
伊
長

島
区
東
長
島
玉
地
区
・
も
っ
こ
く

通
り
）

問
い
合
わ
せ

長
島
駅
前
玉
地
区
活
性
化
委
員
会

谷
殿
剛　

℡（
47
）
０
２
２
１

　

紀
北
町
例
規
集
が
紀
北
町
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

紀
北
町
例
規
集
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tow
n.m
ie-kihoku.l

g.jp/gyousei/yakuba/reikisyu.

htm
l

「
紀
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」↓「
行

政
情
報
」↓「
役
場
の
ご
案
内
」
の

中
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
総
務
課
文
書
係

℡（
32
）
３
９
０
１

　

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉
で

は
、
年
末
年
始
の
営
業
時
間
を
変

更
し
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

12
月
31
日
（
土
）　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

（
入
館
は
午
後
２
時
ま
で
）

１
月
１
日
（
日
・
祝
）　　

午
後
１
時
〜
９
時

（
入
館
は
午
後
８
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉　

℡（
49
）
３
０
８
０

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対

し
、
各
種
手
続
き
（
共
済
手
帳
の

紛
失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る

限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

℡
03
（
５
４
０
０
）
４
３
３
４

普通救命講習
日時：12 月 9 日（金）午後 1 時～ 4 時
場所：紀伊長島総合支所 3 階会議室
※詳しくはお問い合わせください。
℡47-0001（紀伊長島消防署）

精神保健福祉相談
日時：12 月 26 日（月）
場所：保健センター
※事前予約が必要です。保健センター
までご連絡ください。
℡47-4750

紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

年
末
の

交
通
安
全
県
民
運
動

第
二
回

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

で
つ
く
る
熊
野
古
道

の
生
き
物
た
ち

き
い
な
が
し
ま
古
里

温
泉
年
末
年
始
営
業

時
間
変
更
の
お
し
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制

度（
林
退
共
）か
ら
の

お
し
ら
せ

紀
北
町
例
規
集
の

     　

公
開
に
つ
い
て

り
さ
い
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

土
地
・
相
続
問
題
や
事
故
・
損

害
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
会

場
定
員
10
名
で
す
。
前
日
ま
で
に

本
庁
住
民
課
住
民
係
ま
で
予
約
の

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

当
事
者
間
に
係
争
が
あ
る
場

合
、
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
双
方

か
ら
の
ご
相
談
は
受
け
か
ね
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
32
）
３
９
０
７

　

行
政
・
人
権
相
談
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

行
政
に
対
し
て
の
ご
意
見
や
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
な
ど
で

の
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

※

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

対
象　

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ

ル
国
の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制

抑
留
者
で
、
平
成
22
年
６
月
16
日

に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

請
求
受
付
期
間　

平
成
24
年
３
月
31
日
（
土
）
ま
で

　

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
請
求
書
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
当
基
金
か
ら

請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
至
急
、
当
基
金
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

※

す
で
に
特
別
給
付
金
を
支
給
さ

れ
た
方
は
、
再
度
の
請
求
は
で
き

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

℡
０
５
７
０
（
０
５
９
）
２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※

Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

03
（
５
８
６
０
）
２
７
４
８

受
付
時
間

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

　

紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

無
料
法
律
相
談

　
　
　
　
（
予
約
制
）

行
政
・
人
権
相
談

戦
後
強
制
抑
留
者
の

　
　
　
　
　

 

皆
様
へ

場　

所

時　

間

日　

程

12
月
9
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
海
山
区
）

場　

所

時　

間

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

社
会
福
祉
会
館

（
紀
伊
長
島
区
）

12
月
19
日
（
月
）

日　

程

場　

所

時　

間

日　

程

12
月
6
日
（
火
）

午
前
10
時

　
　
　

〜
11
時
30
分

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
海
山
区
）

場　

所

時　

間

午
後
１
時
30
分

　
　
　

〜
3
時
30
分

社
会
福
祉
会
館

（
紀
伊
長
島
区
）

12
月
6
日
（
火
）

日　

程

　国民健康保険・後期高齢者医療保険は、皆様の保険料によっ
て支えられている制度です。滞納が続きますと、通常の保険証
に替わり、短期保険証や、医療費の窓口負担が 10割となる資
格証明書が交付されたり、あるいは財産の差し押さえなどの滞
納処分の対象となる場合があります。滞納保険料がある方は至
急納付をお願いします。
問い合わせ
本庁住民課国保・年金係　℡32-3907

　口座振替は、一度お申し込みいただければ、後はお申し込み
口座から自動的に振替納付されますので、納付に行く手間が省
け、納め忘れの心配もなくなります。この機会にぜひ口座振替を
ご検討ください。
　口座振替をご希望の方は、役場または金融機関に備え付けの
依頼書によりお申し込みください。また、必要な方は依頼書の
郵送もしますので、お気軽にご連絡ください。

収納の窓収納の窓

国保料・後期高齢者保険料の

納付は口座振替が便利です

国保料・後期高齢者保険料の

納付は口座振替が便利です

～12月は口座振替推進月間です～

「国民健康保険料・後期高齢者医療
  　　　　　　　　　保険料の納付はお済みですか」

紀伊長島総合支所住民室国保・年金係　℡47-1111
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2011.12
N
o.74

（
平
成
23
年
11
月
1
日
現
在
)

■
人
口
：
18,712

人
　
　
■
世
帯
数
：
8,620

世
帯

■
男
：
8,868

人
/女
：
9,844

人

『広報きほく』は環境にやさしいベジタブルインキを使用しています。

ににじいろスマイル　
にじいろスマイル

満１歳

笑顔

「にじいろスマイル」の
コーナーに掲載希望の方は、
誕生月の前月の 10 日までに
本庁企画課広報係まで
お申し込みください。

大橋　杏ちゃん
平成 22 年 12 月 12 日お兄ちゃんと遊ぶの大すき　

食べるのも大ーぃすき　
明るく元気に大っきくなってネ

＜長島＞拓馬・祐衣さん

あ ん

　地　麻央ちゃん
平成 22 年 12 月 2 日

お散歩大好きな麻央ちゃん。
元気に育ってね！

＜船津＞秀和・かな子さん

まお

奥村　悠斗くん
平成 22 年 12 月 30 日お兄ちゃんが大好きなゆう君　明るく元気に育ってね。

＜矢口浦＞邦仁・幸子さん

ゆうと

松永　柊くん
平成 22 年 12 月 19 日☆祝１歳☆　

毎日笑顔をありがとう
柊くん大好き

＜相賀＞尚哉・かずはさん

しゅう

野中　彩芭ちゃん
平成 22 年 12 月 2 日抱っこと散歩と天気予報が大好き☆ほっぺとおなかがぷっくりこの彩芭です。

＜相賀＞俊英・麻衣子さん

い ろ は

西　舞尋ちゃん
平成 22 年 12 月 13 日

我家のアイドル舞尋ちゃん

これからも元気に育ってネ。

＜東長島＞金春・愛里さん

ま ひ ろ

大川　亜莉珠ちゃん
平成 22 年 12 月 3 日

　 １才おめでとう！
元気で大きくなってネ

＜東長島＞貴正・ますみさん

あ り す

祝
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